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代
表
幹
事
　
新
野
　
正
各
同
４５
回
）

平
成
二
十
五
年

一
月
二
日
、

グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
浜
松
に
て
、

先
輩
方
が

築
き
上
げ

て
こ
ら
れ
た
伝
統
あ

る

「新
春
の
集

い
」
を
盛
大
に
開
催
出
来

ま
し
た
こ
と
を
、

心
よ
り
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

今
回
は
、

浜
松
西
高
同
窓
生
の
出

会

い
を
通
じ
、

未
来
を
輝
か
せ
た
い

と
考
え

『輝
　
～
人
、

友
、

未
来
』
を

テ
ー
マ
に
新
春
の
集

い
を
進
め
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

新
春
の
集
い
で
の
出
会

い
を
基
に
、

思
い
出
、

現
在
、

未
来
に
つ
い
て
、

世

代
を
超
え
て
語
り
合
え
る
催
し
を
記

念
誌
と
運
動
し
て
企
画
し
ま
し
た
。

記
念
誌
に
は
、

還
暦
世
代
か
ら
現

役
生
ま
で
の
幅
広

い
世
代
に
未
来
に

つ
い
て
語

っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
日
の
企
画
は
、

還
暦
世
代
を
中
心

と
し
た
思
い
出
Ｖ
Ｔ
Ｒ
、

参
加
者
が

一
体
と
な
り
高
評
価
を

い
た
だ
き
ま

し
た

エ
イ
サ
ー
演
舞
、

浜
松
西
高

の

制
服
を
着
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
テ
ィ
ー

ち
ゃ
ん
手
ぬ
ぐ
い
の
販
売
、

新
春
大

抽
選
会
を
行
い
、

浜
松
西
高
等
学
校

の
同
窓
生
、

現
役
生
の
活
躍
を
世
代

を
超
え
て
お
伝
え
す
る
こ
と
が
で
き
、

素
晴
ら
し
い
交
流
の
場
で
あ
る
と
改

め
て
実
感
し
ま
し
た
。

還
暦
を
迎
え
ら
れ
た
高
二
十
三
回

卒
の
皆
様
に
は
多
数
の
ご
参
加
、

記

念
誌
記
事

へ
の
ご
協
力
を
賜
り
、

心

よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

記

念
誌
の
発
刊
及
び
新
春
の
集
い
開
催

に
あ
た
り
、

広
告
協
賛
や
チ
ケ
ッ
ト

購
入
に
お
き
ま
し
て
は
、

多
く
の
同

窓
生
の
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
を
賜

る
と
と
も
に
、

温
か
い
励
ま
し
の
言

葉
の
数
々
を
頂
き
ま
し
た
こ
と
を
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

私
達
は
卒
業
後
二
十
年
目
に
迎
え

ま
す
幹
事
年
に
向
け
、

諸
先
輩
方
が

若
年
層
の
参
加
を
促
す
べ
く
取
り
組

ま
れ
た
二
会
場
制
で
、

昨
年
久
し
ぶ

り
の
再
会
を
し
た
同
窓
生
が
多
数
お

り
ま
す
。

卒
業
し
て
以
来

一
度
も

会

っ
て
い
な
か
っ
た
同
級
生
や
、

在

学
中
は

一
度
も
話
し
た
こ
と
が
無
い

同
級
生
と
も
年
齢
、

立
場
が
変
わ
り

新
た
な
出
会
い
と
し
て
現
在
は
友
に

な
り
、

共
に
新
春
の
集
い
の
準
備
を

進
め
て
来
ま
し
た
。

,い
これから、ここから。

新春の集いでの旧友との再会。

新たな出会いを機に
`当

時の志
'を

思い出し、
いくつになっても `志

'を
もって生きることの大切さを

語り合おう。

多数のご参加お待ちしております。

日時 :平成26年 1月 2日 (木)15:00～
場所 :グランドホテル浜松

会費 :8,000円 (高46回卒以前)
5,000円 (高47回卒以後)

主催 :浜松西高等学校同窓会
運営 :浜松西高第46回 (平成 6年 )卒 同窓会幹事会

チケッ トのお問合せ :070-5448-2782(竹山)
記念誌広告のお問合せ :070-5039-2614(松本)

静岡県立浜松西高等学校同窓会

発 行  人

稲 垣  訓  宏

題   字

町 田    晃

編    集

同 窓 会 報 編 集 委 員 会

浜松市中区西伊場町3番 1号

電話 0 5 3 - 4 5 6 - 0 6 6 2

に日      用 1

(有)ケーエス企画

発 行 部 数  14,700

浜三中卒業生 2,041名

浜西高卒業生 23,817名

(内女子5,098名)

内24年度卒業生239名(110名)
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収

入

の

部

科  目 金  額 摘 要

広告売上 9,795,000 広告協賛企業 468社

チケット売上 5,508,000 チケット販売枚数 723枚

記念品売上 725,000 Hdbキティー手ぬぐい販売

雑 収 入 116,315 視儀他

預金利患 683

収入合計 16,144,998

そ
し
て
今
回
の
テ
ー
マ
に
も
あ
り

ま
す
自
分
達
の
未
来
に
つ
い
て
考
え

る
機
会
を
頂
き
ま
し
た
。

私
達
に
は

貴
重
な
経
験
で
あ
り
、

思
い
出
と
し

て
こ
れ
か
ら
も
友
と
し
て
交
流
を
重

ね
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

二
〇

一
四
年

の
新
春

の
集

い
は
、

高
四
十
六
回
卒
同
窓
生
が
幹
事
と
し

て
国
量
を
テ
ー
マ
に
着
々
と
準
備
が

進
ん
で
い
る
と
聞

い
て
お
り
ま
す
。

来
年

の
新
春
の
集

い
に
は
多
く
の
同

窓
生
が
参
加
さ
れ
、

志
を
感
じ
ら
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
、

多
大
な
ご
協
力
を
頂
き

ま
し
た
同
窓
生
の
皆
様
、

浜
松
西
高

等
学
校
の
未
来
が
『輝
皆
」
と
を
祈
念

申
し
上
げ
、

代
表
幹
事

の
言
葉
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

2013年  新 春の集い 決 算書  律 位:円)

以上の通 り、ご報告申し上げます。

静岡県立浜松西高等学校

高45回卒 2013年新春の集い幹事会

代表幹事  新 野  正
△  計   水 谷 守 孝

上記の通 り、正確に処理され適正と認めます。

平成25年 3月 30日   会 計監査  前 日 米 蔵

会計監査  市 川 静 子

(単位 :円)

支

出

の

部

科  目 金 額 摘 要

会 場 費 7,126,168 グランドホテル会場費等

景 品 費 449,590 当日抽選会の景品

印 刷 費 3,227,406 記念誌、チケット等

通 信 費 692,458 携帯電話、葉書等

会 議 費 1,996,057 幹事会、部会経費等

事 務 費 87,348 文冥等

交 際 費 366,868 西高フォーラム、総会等参加

渉 タト 費 1,144,080 クライアントとの打合せ他

雑 費 141,720 写真代等

その他(記念品販売) 788,965 手ぬぐい製作、販促費用

本会計繰入金 124,338

支 出合 計 16,144,998

同
窓
会
会
長
　
稲
垣
訓
宏

公
向
１２
回
）

同
窓
会
の
諸
兄
姉
の
皆
様
に
は
、

ま
す
ま
す
御
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

い
つ
も
同
窓
会
活

動
に
ご
理
解
と
温
か
な
ご
支
援
を
い

た
だ
き
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

，自
分
の
輝
き
を
さ
ら
に
増
し
、

友

と
明
る
く
輝
く
未
来
を
作
ろ
う
“
と

の
コ
ン
セ
プ
ト
で
、

今
年
も
約
八
百

名
の
西
高
同
窓
生
諸
兄
姉
が

「新
春

の
集
い
」
に
集
ま
り
、

旧
交
を
温
め
、

次

へ
の
子
不
ル
ギ
ー
を
養
う
熱
気
に

満
ち
た
す
ば
ら
し
い
集
い
と
な
り
ま

し
た
。

改
め
て
幹
事
の
皆
様
方
、

お
よ

び
多
大
な
ご
協
力
を
戴
い
た
同
窓
生

の
皆
様
方
に
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

今
年
四
月
の
は
じ
め
、

俳
優
　
山石

城
滉

一
さ
ん
６‐
ォ
が
芸
能
人
と
し
て

は
じ
め
て
宇
宙
旅
行
に
挑
戦
す
る
と

の
衝
撃
的
な
発
表
が
あ
り
、
，オ

レ
も

「地
球
は
青
か
っ
た
」
っ
て
百
い
た
い

ね
“
と
白
い
歯
を
の
ぞ
か
せ
て
い
た

と
の
こ
と
で
す
。

世
界
最
初
の
有
人

宇
宙
飛
行
が
ガ
ガ
ー
リ
ン
に
よ
っ
て

成
し
遂
げ
ら
れ
た
１
９
６
１
年
は
、

岩
城
さ
ん
が
１０
才
の
と
き
で
強
烈
な

印
象
を
受
け
、

自
分
も
い
つ
か
は
宇

宙
旅
行
に
挑
戦
し
た
い
と
ず

っ
と
温

め
て
い
た
よ
う
で
す
。
こ
の
宇
宙
旅

行
に
は
、
４
Ｇ
を
越
え
る
過
酷
な
身

体
負
荷
が
か
か
る
そ
う
で
す
が
、

こ

の
不
安
を
乗
り
越
え
て

「青
春
の
ロ

マ
ン
」
を
咲
か
せ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。

元
気
の
で
る
お
話
で
、

私
た
ち
も

「青
春
の
ロ
マ
ン
」
を
咲
か
せ
よ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

来
年
２
０
１
４
年

一
月
二
日
の

「新
春
の
集
い
」
は
、

ま
さ
に

璽
円
春

の
ロ
マ
ン
」
を
咲
か
せ
る
ト
リ
ガ
ー

で
す
。
ど
う
ぞ
西
高
同
窓
生
諸
兄
姉

の
皆
様
、

新
年
の
初
め
に
ま
ず
は
「新

春
の
集
い
」
に
ご
参
加
さ
れ
、

主目
奉
時

代
の
英
気
を
養

っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
諸

兄
姉
の
皆
様
に
は
ど
う
ぞ
ご
指
導
、

ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

校
長
　
木
村
　
功

同
窓
生
の
皆
様
に
は
、

日
ご
ろ
よ
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り
本
校
の
教
育
活
動
に
御
理
解
と
御

支
援
を
賜
り
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

お
陰
様
で
、

六
学
年
、

千
二
百

人
余
り
の
生
徒
が
、

学
業
は
も
と
よ

り
、

部
活
動
や
学
校
行
事
な
ど
、

充
実

し
た
学
校
生
活
に
日
々
意
欲
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

特
に
、

六
月
の
文

化
祭

「彩
西
祭
」
に
注
ぐ
生
徒
た
ち
の

熱
い
エ
レ
ル
ギ
ー
に
は
目
を
瞳
ら
さ

れ
ま
す
。

今
年
の
テ
ー
マ
は

「原
点
回

帰
」
。

「
西
高
生

。
同
中
等
部
生
の
０

（原
点
）
と
次
の
１
」
を
そ
れ
ぞ
れ
独

自
の
切
り
口
で
表
現
し
、

御
来
場
の

皆
様
か
ら
高
い
評
価
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

「原
点
」
と
い
え
ば
、

在
校
生
だ
け

で
な
く
、

同
窓
生
の
皆
様
の
中
に
も
、

数
十
年
ぶ
り
で
「西
高
の
原
点
」
を
再

確
認
さ
れ
た
方
々
が
い
ま
す
。
日
本

が
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
に

調
印
し
、

主
権
回
復
を
呆
た
し
た

一

九
五

一
年
。

当
時
の
本
校
校
長
伊
藤

新
七
郎
先
生
の
訓
話
に
応
え
る
形
で
、

全
校
生
徒
が
日
本
の
新
た
な
岐
路

ヘ

の
思
い
を
書
き
綴

っ
た
作
文
が

「講

和
記
念
文
集
」
と
し
て
本
校
図
書
館

に
す
べ
て
保
管
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。

当
時
の
西
高
生
の
皆
さ
ん
に
と

っ
て

は
、

ま
さ
に
奇
跡
の
タ
イ
ム
カ
プ
セ

ル
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
も
ち
ろ
ん
、

思
い
の
表
し
方
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す

が
、

青
イ
ン
ク
の
万
年
筆
で
丁
寧
に

書
か
れ
た
い
ず
れ
の
文
章
か
ら
も
、

こ
れ
か
ら
の
日
本
の
針
路

へ
の
期
待

と
決
意
が
、

高
揚
感
と
適
度
な
緊
張

感
を
伴

っ
て
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

例
え
ば
、

あ
る
作
文
は

「
日
本
国
民

と
り
わ
け
若
い
我
々
は
世
界
を
知
り
、

人
類
の
和
平
に
貢
献
す
る
よ
う
な
大

事
を
知
り
、

世
界
の
ょ
り
よ
き
和
合

に
役
立
ち
た
い
。

今
こ
こ
に
こ
う
し

た
希
望
を
実
行
す
る
時
が
来
た
の
で

あ
る
。」
と
い
う
書
き
出
し
で
始
ま
っ

て
い
ま
す
。

「
国
際
社
会
に
お
い
て

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
輝
く
人
材
の
育
成
」

を
教
育
目
標
に
揚
げ
る
本
校
に
と

っ

て
、

時
間
を
超
え
て
届
け
ら
れ
る
大

先
輩
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
大
変
心
強
く
、

生
徒
た
ち
に
も
自
信
を
与
え
て
く
れ

る
も
の
と
思
い
ま
す
。

本
校
は
こ
れ
か
ら
も
、

生
徒
の
社

会
的
な
視
野
の
拡
大
に
留
意
し
つ
つ
、

教
育
内
容
の

一
層
の
充
実
と
質
の
向

上
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
同
窓
生

の
皆
様
に
は
、

母
校
の
後
輩
た
ち
の

頑
張
り
に
御
注
目
い
た
だ
き
、

御
声

援
を
送

っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。

六
月
一
十
九
日

（土
）
午
後
三
時
よ
り
、

浜
松
西
高
同
窓
会
館
会
議
室
に
て
、

平
成
二
十
五
年
度
同
窓
会
総
会
が
開
催
さ
れ
、

エハ
十
四
名
の
会
員
の
出
席
を

得
た
。

稲
垣
訓
宏
同
窓
会
長
、

木
村
功
名
誉
会
長

（校
長
）
の
挨
拶
に
続
き
、

今
年
度
の
議
事
に
つ
い
て
協
議
が
な
さ
れ
た
。

◇
議
事

（
一
）
平
成
二
十
四
年
度
事
業
報
告

（三
）
平
成
二
十
四
年
度
決
算
報
告
、

及
び
同
監
査
報
告

各
一

コ
一〇

一
三
年
　
新
春
の
集
い
」

事
業
報
告
、

決
算
報
告
、

及
び
同
監
査

報
告

（四
）
役
員
交
代

（五
）
平
成

一十
五
年
度
事
業
計
画
（柔
）

（六
）
平
成
二
十
五
年
度
予
算
（案
）

（七
）
コ
一〇

一
四
年
　
新
春
の
集
い
」

事
業
計
画

（八
）
役
員
選
考
会
の
設
置
に
つ
い
て

◇
報
告
事
項

（
一
）
同
窓
会
の
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

公
じ
甲
子
園
出
場
記
念
基
金
に
つ
い
て

◆
役
員
交
代

第
四
号
議
案
に
て
、

年
度
替
わ
り

に
伴
い
、

新
春
の
集
い
幹
事
二
名
に

よ
る
副
会
長
が
高
四
十
五
回
か
ら
高

四
十
六
回
へ
交
代
す
る
こ
と
が
発
表

さ
れ
、

一向
四
十
六
回
藤
田
薫

，
原
野
扶

有
美
新
役
員
の
二
名
が
紹
介
さ
れ
た
。

ま
た
、

会
報
編
集
長
を
岩
渕
千
江
副

会
長
が
兼
任
す
る
こ
と
も
併
せ
て
発

表
さ
れ
た
。

◆
平
成
二
十
五
年
度
事
業
計
画

第
五
号
議
案
に
て
、

会
報
の
発
行
、

同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
シ
ス
テ
ム

変
更
に
つ
い
て
、

会
員
名
簿
の
発
行

の
準
備
、

新
春
の
集
い
の
開
催
、

記
念

講
演
会
の
開
催
、

激
励
賞
授
与
、

語
学

研
修
の
援
助
、

西
山
賞
の
授
与
等
、

新

年
度
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
説
明
が

な
さ
れ
、

審
議
の
結
果
承
認
さ
れ
た
。

◆
Ｆ
一〇

一
四
年
　
新
春
の
集
い
」
事

業
計
画

藤
田
代
表
幹
事
ら
高
四
十
六
回
卒

幹
事
会
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
挨
拶
に

続
き
、

テ
ー
マ
軍
心
　
＞」
れ
か
ら
、

こ

こ
か
ら
。

」
に
込
め
ら
れ
た
思
い
に

つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ
、

来
年

一
月

二
日
の
開
催
に
向
け
、

こ
の
テ
ー
マ

に
基
づ
い
た
事
業
計
画
が
発
表
さ
れ

た
。

◆
記
念
文
集
発
見
の
報
告

高
四
、

五
、

六
回
卒
の
在
学
中
に

ま
と
め
ら
れ
た
、

「
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
講
和
条
約
の
記
念
文
集
」
に
つ

い
て
、

報
告
が
な
さ
れ
た
。
こ
の
文

集
は
、

旧
校
舎
全
焼
の
際
、

焼
け

残
っ
た
図
書
館
の
ロ
ッ
カ
ー
か
ら
奇

跡
的
に
発
見
さ
れ
、

新
図
書
館
に
て

大
事
に
保
管
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

条
約
公
布
か
ら
六
十
年

の
時
を
経
た
今
回
の
総
会
に
お
い

て
、

そ
の
記
念
文
集
の
実
物
も
披
露

さ
れ
、

総
会
出
席
者
か
ら
感
嘆
の
声

が
上
が
っ
た
。

」
０
．

い三
り
一Ｅ
電
Ｅ

Ｇ
三
。」Ｆ

と
電
多
ヽ
ヽ
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一
学
三



平成25年 8月 1日 浜 松 西 高 同 窓 会 報 ( 4 ) 第5 7 号

科 目 予 算  額 決 算  額 比較増減額 備 考

繰 越 金 8,412,268 8,412,268 前年度繰越金

入 金 3,600,000 3,585,000 △ 15,000 高校65回卒業生239名

基 金 利 子 配 分 金 2,700 2,700 甲子園出場記念基金利子配分金

繰 入 金 700,000 124,338 △ 575,662 新春の集い剰余金

雑 J又 入 20,000 41,525 21,525 預金利子、同窓会名簿代等
エアコン設備使用料 1,040,000 1,040,000 後援会より23年度から12年間回収

計 13,774,968 13,205,831 △569,137

平成24年度 静 岡県立浜松西高等学校同窓会十般会計決算書

収 入 の 部

収入総額   13,205,831円
支出総額   3,860,286円
差引残額   9,345,545円

(単位 :円)

上記の決算について証拠書類、出納簿を精査 したところ、適正かつ正確であることを認めます。

平成25年 5月22日 会 計監査 前 日 米 蔵 E日 会 計監査 市 ナ|1静 子 E日

平成25年度 静 岡県立浜松西高等学校同窓会一般会計予算書
収入総額   14,507,945円
支出総額   14,507,945円
差引残額 0円

収 入 の 部 (単位 :円 )

支 出 の 部

科 目 予 算  額 決 算  額 比較増減額 備 考

1 事 務 費 700,000 559,443 165,857

事 務 局 費 400,000 397,616 2,384 事務局職員給与等

需  用  費 300,000 136,527 163,473 事務局改1夕費、複写機リース料等
2 会 議 費 600,000 317,967 282,033

総 費 400,000 221,997 178,003 総会会議費

役 員 会 費 200,000 95,970 104,030 役員会会議替

3 事 業 費 4,000,000 2,982,876 991,824

費 2,500,000 2,303,857 196,143 ホームベージ運営費、会報印掃l代・送料、会報編集委員会運営費等
助 成 費 1,500,000 704,319 795,681 慰霊祭、激励費、海外研1夕援助費、西山賞、講演会謝礼等

4 予 備 費 894741968 8,474,968

計 13.774.968 3.860.286 98914.682

科 目 本年度予算額 前年度予算額 由
日 減 備 考

繰 越 金 9,345,545 8,412,268 933,277 前年度繰越金

入 金 3,600,000 3,600,000 高校66回 卒業生240名

基 金 利 子 配 分 金 2,400 2,700 △300 甲子園出場記念基金利子配分金

繰 入 金 500,000 700,000 △200,000 新春の集い剰余金

雑 ‖又 入 20,000 20,000 預金利子、同窓会名簿代等
エアコン設備使用料 1,040,000 1,040,000 後援会より23年度から12年間回収

計 14,507,945 13,774,968 732,977

支 出 の 部
科 目 本年度予算額 前年度予算額 減 備 考

1 事 務 費 700,000 700,000

事 務 局 費 400,000 400,000 事務局職員給与、事務局維持費等

需 用 費 300,000 300,000 複写機 リース料等

2 会 議 費 600,000 600,000

総 費 400,000 400,000 総会会議費

役 員 会 費 200,000 200,000 役員会会議費

3 事 業 費 4,300,000 4,000,000 300,000

会  報  費 2,800,000 2,500,000 300,000 ホームページ運営費、会報印刷代・送料、会報編集委員会運営費等

助 成 費 1,500,000 1,500,000 慰霊祭、激励費、海外研修援助費、西山賞、講演会謝礼等

4 予 備 費 8,907,945 8,474,968 432,977

計 14,507,945 13,774,968 732,977

※科日間の流用を認める

ゴ
キ
一
０
“、
＞
亀
耳
コ
ミ
ロ
Ｊ
Ｄ
ヨ

Ｄ
５
↓の
Ｊ
ｒ
Ｏ
ヽ
Ｑ



( 5 )第 5 7号 浜 松 西 高 同 窓 会 報 平成25年 8月 1日

「私
達
浜
松
西
高
校
四
回
卒
は
、

昭

和
二
十
七
年
に
卒
業
し
た
仲
間
で
す
。

当
時
巷
で
は
、

美
空
ひ
ば
り
の
”お

祭

リ

マ
ン
ボ
“
の
流
行
歌
が
、

又
ラ
ジ

オ
歌
謡
で
清
水
み
の
る
作
詞
の
，森

の

水
車
“
の
歌
が
、

流
行

っ
て
い
た
時

代
で
し
た
。

あ
れ
か
ら
六
十
年

の
歳

月
が
流
れ
去
り
今
憶
う
と
大
変
感
慨

深

い
も

の
が
あ
る
昨
今
で
す
。

（中

略
）
皆
と
会

っ
て
久
闊
の
情
を
温
め

合
お
う
…
ど

と
卒
業
六
十
年
の
節
目

と
な
る
平
成
二
十
四
年
十
月
十
七
日

に
同
級
会
を
開
催
し
た
。

卒
業
時
か

ら
三
度
の
変
遷
を
経
た
母
校
西
山
台

に
集
ま
り
、

中
・高

一
貫
教
育
等
新
し

い
学
校
の
現
況
を
桜
井
副
校
長
か
ら

説
明
を
受
け
、

次
に
生
徒
並
み
に
三

班
に
分
か
れ
て
副
校
長

・
辻
村
先
生

（高
３４
回
）
福
島
先
生

（高
３８
回
）
と

三
人
の
先
生
引
率
の
ざ
と
校
内
を

一

周
皆
そ
れ
ぞ
れ
思
い
出
の
残
る
場
所

で
話
が
弾
み
、

老
骨
か
ら

一
転
学
生

気
分
に
立
ち
返
り
、

最
後
に
慰
霊
碑

を
参
拝
し
て
名
残
惜
し
み
な
が
ら
、

懇
親
会
場
へ
と
移
動
し
た
。

母
校
見

学
者
三
十
五
名
。

会
場
直
接
十
五
名
。

関
東

・
北
陸
か
ら
又
卒
業
女
子
五
名

の
内

一
人
の
参
加
も
あ
り
、

合
計
五

十
名
の
同
級
会
と
な
っ
た
。

会
場
は
、

浜
松
駅
前
の
ホ
テ
ル
ク

ラ
ウ
ン
パ
レ
ス
浜
松
。

写
真
担
当
の

青
山
多
恵
に
よ
る
記
念
写
真
撮
影

・

幹
事
代
表
の
今
村
昭
人
が
開
会
の
挨

拶
、

物
故
者
へ
黙
祷
を
捧
げ
、

石
黒
進

指
導
に
よ
る
校
歌
斉
唱
、

鈴
木
孝
次

に
よ
る
乾
杯
で
会
が
始
ま
り
、

寿
山

隆
久
が
各
人
の
近
況
や
思
い
出
を
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー

・
歓
談
と
あ
わ
せ
て
語

り
尽
く
せ
な
い
時
を
過
ご
し
、

今
後

の
こ
の
会
に
つ
い
て
高
部
貞
か
ら
提

案
が
あ
り
、

宮
田
信
周
の
閉
会
の
挨

拶
で
二
時
間
の
幕
を
降
ろ
し
た
。

今
村
　
昭
八

企
口同
４
回
）

私
達
は
昭
和
一
十

一
年
三
月
旧
制

浜
松
第
二
中
学
校
最
後
の
入
試
の
難

関
を
突
破
し
て
西
山
台
に
査
り
ま
し

た
。

学
制
改
革
で
併
設
第
二
中
学
校

（こ
の
間
三
年
間
新
入
生
ナ
シ
）
に
、

そ
の
後
西
高
校
へ
と
中
高

一
貫
教
育

で
六
年
間
を
級
友
や
長
期
在
住
の
先

生
方
と
共
に
過
ご
し
、

西
山
台
に
は

思
い
出
ひ
と
し
お
で
す
。

卒
業
は
昭

和
二
十
七
年
で
七
ク
ラ
ス
二
百
九
十

七
名
で
す
。

思

い
出
の
場
所
の

一
つ
に
校
庭
西

側
の
上
手
が
あ
り
ま
す
。

今
は
松
が

大
き
く
茂
り
立
ち
入
る
こ
と
も
で
き

ま
せ
ん
が
、

当
時
は
む
き
出
し
の
赤

土
で
眺
望
が
良
く
、

休
み
時
間
に
は

仲
間
が
た
む
ろ
し
、

遠
く
に
水
平
線

を
望
み
な
が
ら
将
来
の
理
想
を
語

っ

た
り
、

良
か
ら
ぬ
相
談
を
し
た
り
し

た
場
所
で
す
。

二
つ
目
は
プ
ー
ル
で
す
。

二
十
五

メ
ー
ト
ル
で
飛
込
台
が

つ
い
て
い
ま

し
た
。

あ
る
時
き
れ
い
な
緑
色
に
消

毒
さ
れ
た
水
で
泳

い
だ
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

誰
か
が
叫

ん
だ

「
硫
酸
銅

だ
！
」
本
当
か
な
？
目
は
チ
カ
チ
カ

・

鼻
は
ツ
ン
ツ
ン
、

そ
れ
で
も
泳

い
だ
、

六
尺
フ
ン
ド
シ
で
。

同
級
生
の
倉
橋

範
彦
君
は
背
泳
で
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
に

出
場
し
ま
し
た
。

栄
光

の
二
十

五

メ
ー
ト
ル
プ
ー
ル
。

三
つ
目
は

「捨
松
」
の
こ
と
で
す
。

当
時
は
戦
後

の
燃
料
難

の
時
代

で
、

校
庭
の
松
な
ど
は
す
べ
て
ス
ト
ー
ブ

の
薪
と
な
り
、

学
校
周
辺
の
眺
め
は

そ
れ
は
見
事
に
あ

っ
さ
り
し
て
い
ま

し
た
。

園
芸
部
担
当
の
三
輪
先
生
が

松
の
苗
木
を
植
え
よ
う
と
何
故
か
図

書
ク
ラ
ブ
に
協
力
を
求
め
て
き
ま
し

た
。

東
側
と

一
部
北
側
の
斜
面
に
植

え
た
記
憶
が
残

っ
て
い
ま
す
。

六
月

で
し
た
。

「
六
月
の
松
は
放

っ
と

い
て

も

つ
く
」
だ
か
ら
捨
松
と
も
言
う
と

教
わ
り
ま
し
た
。

捨
松
の
ご
と
く
遇

し
く
生
き
る
こ
と
を
。

最
後
に
最
高
の
思
い
出

い
や
宝
物

に
つ
い
て
伝
え
た

い
と
思

い
ま
す
。

「講
和
成
立
に
当
た

っ
て
」
書
い
た
作

文
が
、

四
百
字
詰
原
稿
用
紙
そ
の
ま

ま
立
派
に
製
本
さ
れ
図
書
館
に
保
管

さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

昭
和
二
十
六

年
三
年
生
の
時
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

講
和
条
約
が
締
結
さ
れ
、

大
東
亜
戦

争
が
正
式
に
終
結
し
ま
し
た
。

そ
れ

を
記
念
し
て
在
校
生
全
員
に
原
稿
用

紙
四
枚
が
渡
さ
れ

「講
和
成
立
に
当

た
っ
て
」
の
作
文
を
書
か
さ
れ
ま
し

た
。

そ
れ
が
残
っ
て
い
る
の
で
す
。

事

前
打
合
せ
に
学
校
を
訪
れ
た
時
、

図

書
室
で
司
書
の
先
生
か
ら

「
四
回
生

の
作
文
が
裂
本
さ
れ
残
っ
て
い
ま
す
」

と
言
わ
れ
た
時
は
も
う
び

っ
く
り
。

六
十
年
前
の
原
稿
用
紙
の
自
分
の
字

を
見
て
熱
い
も
の
が
こ
み
あ
げ
て
き

ま
し
た
。

全
面
講
和
か
、

単
独
講
和

か
、

領
土
問
題
は
、

い
よ、
い
よ
敗
戦
四

島
国
か
、

い
ず
れ
も
今
日
の
テ
ー
マ

と
し
て
残

っ
て
い
る
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

保
存
し
て
い
た
だ
い
た
先
生

方
と
学
校
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

四
・
五
上
ハ
回
生
の
三
学
年
分

が
あ
り
ま
す
。

図
書
室
を
訪
れ
自
分

の
作
文
を
是
非
確
認
し
て
下
さ
い
。

四
回
生
も
八
十
歳
を
迎
え
終
戦
直
後

の
新
し
い
学
校
制
度
で
育

っ
た
者
と

し
て
、

学
校
訪
間
を
機
に
新
鮮
な
思

い
を
友
と
わ
か
ち
、

自
分
達
の
時
代

を
さ
ら
に
開
拓
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
　
寿
山
　
隆
久

全
口同
４
回
）

平
成
二
十
五
年
四
月
七
日
（日
）
高

十
回
卒
の
同
窓
会
を
ホ
テ
ル
オ
ー
ク

ラ
に
て
開
催
し
た
。

三
年
ぶ
り
の
同

窓
会
で
参
加
者
は
恩
師
の
先
生
三
名

を
含
め
七
十
四
名
だ
っ
た
。
ま
ず
、

全

員
で
記
念
写
真
を
撮
り
、

宮
崎
護
君

指
揮
の
ハ
ー
モ
ニ
カ
バ
ン
ド

（曲
は

高
校
三
年
生
）
に
の
っ
て
全
員
入
場

し
、

校
歌
斉
唱
を
行
い
、
＞」
の
三
年
の

間
に
亡
く
な
ら
れ
た
十
二
名
の
方
の

ご
冥
福
を
祈
り
、

黙
祷
し
た
。

水
野
克
弘
君
の
司
会
で
ス
タ
ー
ト

し
、

代
表
挨
拶
は
、

相
曽
明
夫
君
が
欠

席

（三
日
前
の
ア
ク
シ
デ
ン
ト
で
動

け
ず
）
の
為
、

白
柳
俊
司
が
急
返
代
理

挨
拶
を
し
た
。

そ
し
て
恩
師
の
先
生

方

（河
合
九
平
、

伊
藤
久
雄
、

上
山

一

雄
）
か
ら
力
強
い
、

心
に
し
み
る
挨
拶

を
戴
き
、

あ
ら
た
め
て
五
十
五
年
前

の
高
校
時
代
が
懐
か
し
く
思
い
出
さ

れ
た
。

当
日
の
紅

一
点
黒
田
柾
子
さ

ん
の
乾
杯
の
ご
発
声
で
、

い
っ
き
に

会
は
盛
り
あ
が
っ
て
い
っ
た
。
ク
ラ

ス
別
の
テ
ー
ブ
ル
で
は
、

思
い
出
話

や
、

互
い
の
近
況
報
告
で
話
は
つ
き

な
い
よ
う
だ

っ
た
。

会
は
進
み
、

余
興

と
し
て
石
神
孝
治
君
に
よ
る
、

正
調

安
来
節

「男
踊
り
」
が
披
露
さ
れ
て
、

一
同
彼
の
多
趣
味
と
多
芸
に
あ
ら
た

め
て
感
服
し
た
。

０
．Ｉ
の
に
Ｇ
Ｅ
Ｇ
三
日ま
ま
ま
ミ
ぬ
〓
三
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会
は
ま
す
ま
す
盛
り
あ
が
っ
て
い

き
、

そ
の
後
、

影
山
浩
三
君
の
リ
ー
ド

で
応
援
歌
を
歌
い
、

山
本
治
男
君
に

よ
る
　
本
〆
閉
会
の
挨
拶
で
ひ
と
ま

ず
、　

一
次
会
を
終
了
し
た
。

場
所
を
代
え
て
引
き
続
き
、

五
十

余
名
の
参
加
者
で
二
次
会
が
開
か
れ
、

高
部
守
弘
、

石
神
孝
治
君
両
名
の
司

会
進
行
で
カ
ラ
オ
ケ
を
歌
い
ま
く
り
、

最
後
は
全
員
で
腕
を
組
ん
で
の
大
合

唱
を
し
て
、

二
次
会
を
お
開
き
と
し

た
。高

校
時
代
を
皆
で
懐
か
し
く
思
う

楽
し
い
会
も
、

あ

っ
と
い
う
間
に
終

わ
っ
て
し
ま
い
、

次
回
三
年
後
の
「喜

寿
の
祝
い
の
△こ

で
の
再
会
を
約
し
、

三
三
五
五
家
路
に
向
か
っ
た
。
。

白
柳
　
役
司

各
同
‐０
回
）

三
年
ご
と
に

一
回
催
さ
れ
て
い
る

高
校
三
回
卒
業
生
の
同
窓
会
が
、

平

成
二
十
四
年
十
月
二
十

一
日

（日
）

に
、

現
木
村
校
長
先
生
。児
玉
二
郎
恩

師

・
伊
藤
久
雄
恩
師
の
三
名
の
ご
来

篤
を
賜
り
、

ホ
テ
ル
コ
ン
コ
ル
ド
で

開
か
れ
ま
し
た
。

前
回
は
喜
寿
、

今
回
は
傘
寿
の
節

目
の
年
と
な
り
ま
し
た
が
、　

一
部
の

ご
家
族
の
方
々
の
要
望
に
よ
り

（夜
、

帰
り
が
遅
く
な
る
と
心
配
す
る
と
の

理
由
）
前
回
同
様
昼
間
の
開
催
と
い

た
し
ま
し
た
。

後
期
高
齢
者

の
集

た
の
は
僅
か
二
、

三
分
で
、

す
ぐ
に

「
や
あ
―
い
」
「な
ん
だ
あ
」
「馬
鹿
―

元
気
で
い
た
か
？
」
と
学
生
服
を
着

れ
ば
十
八
歳
の
昔
に
返

っ
て
六
年
間

（今
で
言
う
中

上
高
一
貫
を
す
で
に
経

験
い
た
し
て
お
り
ま
し
た
）
少
人
数

で
の
長

い
付
き
合

い
の
良
さ
を
満
喫

い
た
し
ま
し
た
。

連
絡
の
近
況
欄
で
は

「血
圧
が
高

老
人
が

っ
て
い
た
者
に
同
窓
会
は
若

返
り
の
妙
薬
な
の
か
？
ワ
イ

・
ワ
イ

・

ガ
ヤ
ガ
ヤ
と
六
十
年
前
の
少
年
に
な

り
、

楽
し
い

一
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

私
が
日
頃
想

っ
て
い
る
夢
を
申
し

の
べ
ま
す
と
、

米
寿
の
翌
年
、

児
玉
先

生
が
自
寿
、

伊
藤
先
生
が
九
十
五
歳

で
の
同
窓
会
が
実
現
し
た
ら
嬉
し
い

な
ぁ
―
。

先
生
―
同
窓
生
諸
兄
―
く

れ
ぐ
れ
も
お
体
に
気
を

つ
け
、

ご
健

勝
に
て
お
過
ご
し
の
上
、

そ
の
折
に

は
是
非
ご
出
席
を
賜
り
ま
す
様
ご
期

待

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

小
松
沢
　
重
信

舎
同
３
回
）

平
成
２４
年
１１
月
１９
日
創
立
記
念
日

の
日
、

浜
松
西
高
の
Ｏ
Ｂ
で
バ
ル
セ

ロ
ナ
五
輪
メ
ダ
リ
ス
ト
溝
田
紀
子
さ

ん

（高
４２
回
）
を
講
師
に
迎
え
、

全
校

千
百
六
十
名
の
生
徒
を
前
に
、

「西
高

で
学
ぶ
と
い
う
こ
と
」
と
い
う
演
題

で
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

卒
業
し
て
２２
年
経
ち
ま
し
た
。

私

は
、

皆
さ
ん
の
お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん

く
ら
い
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
、

ま
だ

ま
だ
現
役
。

学
生
な
ら
２
秒
で
お
と

せ
る
し

（柔
道
の
絞
め
技
）
、

朝
は
５

時
か
ら
中
国
島
で
サ
ー
フ
ィ
ン
し
て

い
ま
す
。

（
エ
ー
）

こ
の
舞
台
に
上
が
る
の
は
、

一向
３

の
学
園
祭
後
夜
祭
で
歌

っ
た
と
き
以

来
で
す
。

確
か
加
藤
善
彦
先
生

企
向
４２

回
）
も
そ
う
で
し
た
よ
ね
。

（
エ
ー
）

玄
関
に
あ
る
像
を
知

っ
て
い
ま
す

か
？
古
橋
廣
之
進
さ
ん
、

そ
し
て
私
。

そ
の
隣
に
は
、

そ
の
後
続
く
人
の
名

前
が
入
る
は
ず
と
思

っ
て
い
ま
す
。

今
日
は
、

皆
さ
ん
に
気
合
い
を
注
入

す
る
た
め
に
、

バ
ル
セ
ロ
ナ
オ
リ
ン

ピ

ッ
ク
で
の
銀
メ
グ
ル
を
持

っ
て
来

ま
し
た
。

話
し
て
い
る
間
に
、

順
番
に

回
し
て
全
員
手

に
し
て
下
さ

い
。

（
エ
ー
）

話
し
始
め
直
後

の
自
己
紹
介
か
ら
３

度
も
生
徒
達
の
ど
よ
め
き
が
聞
こ
え

ま
し
た
。

以
下
、

ス
ラ
イ
ド
を
見
せ
な

が
ら
の
講
演
と
な
り
ま
し
た
。

①
埼
玉
大
学
三
年
　
夏
２０
歳
。

バ
ル
セ
ロ
ナ
五
輪
銀
メ
ダ
ル
。

②
私
の
幼
少
時
代
。

エ
リ
ー
ト
の
兄
に
比
べ
て
読
書
や

絵
画
好
き
の
お
と
な
し
い
子
。

小
学

四
年
生
か
ら
太
け
、

「何
か
を
」
と
始

め
た
柔
道
を
き

っ
か
け
に
人
生

一
転
。

入
門
し
た
日
に
鎖
骨
骨
折
。

親
に
や

め
ろ
と
言
わ
れ
た
け
れ
ど
、

自
分
で

や
る
と
決
め
た
も
の
を
や
り
た
い
―

男
子
に
勝
て
る
の
が
楽
し
い
―
小
学

六
年
生
の
頃
に
は
既
に
オ
リ
ン
ピ

ッ

ク
に
出
た
い
と
自
分
の
生
き
方
を
決

め
て
い
た
。
し
か
し
、

女
で
強
い
と
い

う
こ
と
は
、

男
に
も
て
な
い
。

物
が
な

く
な

っ
た
り
、

誹
訪
、

中
傷
、

い
じ
め

が
あ

っ
た
。

強
い
か
ら
、

人
の
上
に
立

つ
と
い
う
こ
と
は
、

リ
ス
ク
も
　

つヽ
。

必
要
な
の
は
ど
う
や

っ
て
そ
れ
を
受

け
入
れ
る
か
。

そ
れ
が
生
き
る
力
と

な
る
。

③
楽
し
む
柔
道
か
ら
勝
つ
柔
道
ヘ

勝
つ
柔
道
に
は
リ
ス
ク
が
あ
る
。

④
私
の
高
校
選
択

中
学
三
年
生
で
全
日
本
二
位
。

中

学
校
顧
間
に
あ
こ
が
れ
、

将
来
教
員

に
な
け
た
い
と
思

っ
た
。

柔
道
強
豪

校
で
は
な
く
文
武
両
立
で
き
、

Ｏ
Ｂ
、

学
校
の
支
援
が
あ
る
公
立
進
学
校
、

西
高
に
進
学
。

⑤
実
際
の
高
校
生
活

高
校
生
活
に
慣
れ
ず
、

出
遅
れ
た

授
業

（３
月
ロ
ン
ド
ン
遠
征
）。
自
分

に
適
し
た
練
習
相
手

の
不
足
。
ト

レ
ー
エ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
不
足
。

日
本
、

世
界
を
目
指
し
た
練
習
環
境

が
な
い
。

（専
属
コ
ー
チ
い
な
い
）
減

量
の
苦
痛
。

他
生
徒
と
の
意
識
の
違

い
。⑥

高
校
進
学
す
る
も
苦
戦
続
き

成
績
の
転
落
。

高
校
１
年

（６
月
）

鬱
状
態
。

（９
月
）
ア
メ
リ
カ
国
際
試

合
中
倒
れ
て
ド
ク
タ
ー
ス
ト

ッ
プ
。

誰
も
助
け
て
く
れ
な
い
。

ス
ラ
ン
プ

の
日
々
。

②
挫
折
し
た
と
き
に
病
院
の
ベ
ッ

ト
で
考
え
た
の
は

自
分
の
本
当
の
夢

（理
想
）
は
何

か
？
…
　
強
で
は
無
理
。

柔
道
で
。

自
分
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
は
何

か
？
…
自
分
で
　
め
る
し
か
な
い
。

今
し
か
で
き
な
い
こ
と
は
何
か
？

足
を
補
う
た
め
に

（浜
松
駅
か
ら
西

高
ま
で
）
走
ろ
う
。

転
校
と
か
、

環
境

を
変
え
る
と
か
難
し
い
こ
と
を
考
え

③
高
校
２
年
で
日
本

一
に
な
る

高
校
１
年
の
冬
、

至
上
最
年
少
、

日

本
人
で
初
め
て
パ
リ
国
際
で
優
勝
。

気
持
ち
の
持
ち
よ
う
で
考
え
方
が
変

わ
り
、

成
績
も
Ｕ
Ｐ
Ｉ
　
皆
さ
ん
、

環

境
の
せ
い
に
し
て
い
ま
せ
ん
か
？
自

分
が
変
わ
る
こ
と
―
見
方
を
変
え
る

こ
と
―
そ
れ
で
変
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

③
銀
メ
ダ
ル
の
意
味

金
メ
ダ
ル
し
か
認
め
ら
れ
な
い
日

本
柔
道
界
。

バ
ル
セ
ロ
ナ
以
降
銀
メ

グ
ル
の
溝
口
さ
ん
と
言
わ
れ
、

ア
ト

ラ
ン
タ
で
金
メ
ダ
ル
を
目
指
す
の
に

３
回
戦
負
け
。
も
う
意
味
が
な
い
と

口
心
い
コ引
提
やな旦
三
日。
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⑩
表
彰
式
の
そ
の
と
き

か
ら
、

銀
…
唯

一
負
け
て
も
ら

勝

っ
て
の
メ
グ
ル
　
銅
…
笑
顔
、

敗

者
復
活
で
勝
ち
抜

い
て
の
メ
グ
ル

①
メ
ダ
ル
と
と
も
に

コ
ー
チ
に
な

っ
て
オ
リ
ン
ピ

ツ
ク

に
出
る
難
し
さ
を
知

る
。

オ
リ

ン

ピ

ツ
ク
に
出
場
し
て
も
、

そ
の
中
で

勝

つ
難
し
さ
を
知
る
。

②
夢
を
か
な
え
る
法
則

夢
を
持

っ
て
い
ま
す
か
？
信
念
を

持

っ
て
何
か
行
動
を
起
こ
し
て
い
ま

す
か
？

①
四
十
に
し
て
迷
わ
ず
？

努
力
す
れ
ば
む
く
わ
れ
る
と
言
う

が
、

む
く
わ
れ
な
い
こ
と
も
あ
る
。

努

力

に
よ

っ
て
夢
を
み
て
、

努
力

に

よ

っ
て
夢
を
掴
み
、

努
力
に
よ

っ
て

大
切
な
も
の
を
失

い
、

努
力
に
よ

っ

て
裏
切
ら
れ
、

そ
れ
で
努
力
す
る
意

味
を
知
る
。

結
局
努
力
す
る
し
か
答

え
は
な
い
し
、

前
に
進
め
な
い
。

⑭
フ
ラ
ン
ス
式
成
功
ピ
ラ
ミ

ッ
ド

み
ん
な
努
力
し
て
い
ま
す
。

そ
の

中
で
や
り
遂
げ
る
の
は
、

や
り
遂
げ

る
勇
気
を
持
つ
こ
と
。

⑮
悔
い
の
な
い
高
校
生
活
を
１

不
当
な
批
判
は
賛
辞
と
受
け
取
れ
。

大
切
な
も
の
は
目
に
見
え
な
い
。

負

け
る
が
勝
ち
と
思
え
る
日
が
必
ず
来

失
敗
す
る
こ
と
を
恐
れ
ず
、

信
念

を
持

っ
て
や
り
遂
げ
て
１
０
Ｂ
と
し

て
応
援
し
て
い
ま
す
。

講
演
後
も
生
徒
か
ら

「試
合
が
近

い
と
緊
張
す
る
。

心
の
整
え
方
を
教

え
て
下
さ
い
。」
と
の
質
問
に
、

「緊
張

は
マ
イ
ナ
ス
で
は
な
い
。

勝
ち
た
い

か
ら
緊
張
す
る
。

そ
こ
で
３
つ
の
お

ま
じ
な
い
を
心
で
唱
え
よ
う
。

　

あ

わ
て
な
い
②
あ
せ
ら
な
い
③
あ
き
ら

め
な
い
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

生
徒
か
ら
は
拍
手
が
起

こ
り
ま
し
た
。　

　
ヽ

Ｏ
Ｂ
会
活
動
紹
介

私
が
①
Ｂ
会
の
役
員
に
な

っ
て
数

年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

現

在
、

確
認
が
で
き
て
い
る
Ｏ
Ｂ
会
員

は
７
２
０
名
ほ
ど
。

そ
の
う
ち
、

現

住
所
が
わ
か

っ
て
い
る
の
が
５
５
０

名
ほ
ど
。

毎
年
、

春
、

そ
の
５
５
０

名
ほ
ど
に
通
知
を
出
し
て
、

総
会
・懇

親
会
の
参
加
と
、

年
会
費
の
負
担
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

総
会

・
懇
親
会
は
毎
年
６
月
の
最

終
土
曜
日
の
晩
、

ア
ク
ト
オ
ー
ク
ラ

ホ
テ
ル
の
宴
会
場
を
借
り
て
実
施
し

て
い
ま
す
が
、

参
加
者
は
わ
ず
か
４

０
名
ほ
ど
。

参
加
者
の
多
数
は
、

か

つ
て
陸
上
選
手
と
し
て
好
成
績
を
残

す
こ
と
が
で
き
た
会
員
、

現
在
も
陸

上
競
技
の
指
導
者
と
し
て
陸
上
競
技

に
携
わ

っ
て
い
る
会
員
で
、

大
多
数

を
占
め
る
、

陸
上
選
手
と
し
て
好
結

果
を
出
す
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
会

員
の
参
加
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
に
対
し
、

年
会
費
の
負
担
者

は
毎
年
少
し
ず

つ
増
え
続
け
、
１
０

０
名
超
の
会
員
か
ら
負
担
し
て
頂
け

る
ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
年
会

費
で
、
１
１
０
名
ほ
ど
の
大
所
帯
と

な

っ
た
西
中

・
西
高
の
現
役
の
陸
上

部
員
に
、
１
人
１
本
ず

つ
ス
ポ
ー
ツ

タ
オ
ル
を
贈
呈
し
激
励
す
る
と
と
も

に
、

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
者
や
指
導

者
と
な

っ
て
全
国
大
会
に
出
場
す
る

選
手
を
育
て
あ
げ
た
Ｏ
Ｂ
会
員
に
激

励
金
を
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

更
に
、

昨
年
は
、

西
高
グ
ラ
ン
ド
に

敷
設
し
て
あ
る
タ
ー
タ
ン
の
補
修
工

事
代
金
の

一
部
を
Ｏ
Ｂ
会
で
負
担
す

る
こ
と
も
し
ま
し
た
。

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、

や
は
り
、

総
会

・
懇
親
会
の
参
加
者
を
少
し
ず

つ
増
や
し
て
い
く
こ
と
に
あ
る
と
思

い
ま
す
。

陸
上
部
員
と
し
て
良

い
結

果
を
求
め
ら
れ
た
の
は
、

遠

い
昔
の

こ
と
。

み
ん
な
、

　

は
も
う
、

そ
ん
な

も

の
か
ら
は
卒
業
し
て
い
る
は
ず
。

陸
上
選
手
と
し
て
好
成
績
を
残
す
こ

と
が
で
き
な
か

っ
た
会
員
を
暖
か
く

迎
え
入
れ
、

老
若
男
女
が
分
け
隔
て

な
く
、

単
純
に
み
ん
な
が

「楽
し
か

っ

た
。

参
加
し
て
よ
か

っ
た
。

来
年
も
ま

た
来
た
い
。」
と
言

っ
て
も
ら
え
る
懇

親
会
に
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
が
、

な
か
な
か
そ
う
は
い
き
ま
せ
ん
。

年

一
度
の
会
員
の
交
流
の
場
で
あ
る
懇

親
会
を
、

み
ん
な
で
楽
し
む
こ
と
が

で
き
る
も
の
に
す
る
た
め
に
は
ど
ん

な
こ
と
を
す
れ
ば

い
い
の
か
、

現
在

も
模
索
中
で
す
。

浜
松
西
高
陸
上
部
①
Ｂ
会

・
事
務
局

高
３５
回
　
鈴
木
　
公

（
い
さ
お
）

野
球
部
Ｏ
Ｂ
会
の
目
玉
で
あ
り
ま

す
浜
松
北
高
Ｏ
Ｂ
と
の
定
期
戦
が
二

年
連
続
雨
で
流
れ
る
と
い
う
不
運
に

見
舞
わ
れ
、

正
直
ネ
タ
切
れ
で
あ
り

ま
す
。

昨
年
は
恒
例
に
な
っ
て
お
り
ま
す

「夏
の
祭
典
」
を
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
の
で
、

今
年
は
い
ろ
い

ろ
な
場
面
で
好
評
を
頂
い
て
お
り
ま

す
①
Ｂ
会
発
行
の

「選
手
名
鑑
」
を

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
の

「選
手
名
鑑
」
は
、

十
年
以

上
前
か
ら
毎
年
六
月
頃
に
中
等
部
の

一
年
生
か
ら
高
校
の
亘
年
生
の
大
学

年
分
の
選
手

（部
員
）
の
顔
写
真
に

加
え
、

身
長

・
体
重
、

出
身
校
、

球

歴
等
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
掲
載
し
、

現
役
選
手
、

保
護
者
、

野
球
部
Ｏ
Ｂ

は
元
よ
り
、

練
習
試
合
の
相
手
校
や

地
元
の
少
年
野
球
チ
ー
ム
等
に
配
布

し
、

本
校
野
球
部
の
Ｐ
Ｒ
を
目
的
と

し
た
小
冊
子
で
す
。
２
０
１
３
年
度

版
は
１６
ぺ
‐
ジ
で
ヽ

数
百
部
印
刷
し

ま
し
た
。

機
会
が
あ
れ
ば
是
非
ご
覧

に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

（高
２９
回
　
村
上
由
喜
孝
）

毎
年
八
月
の
第

一
日
曜
日
は
、

浜

松
西
高
校
と
浜
松
北
高
校

の
現
役

サ
ッ
カ
ー
部
員
と
Ｏ
Ｂ
の
方
々
が
集

ま
り
定
期
戦
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

現
役
選
手
に
お
い
て
は
各
種
大
会
で

直
接
対
決
や
大
会
結
果
な
ど
を
競
い

な
が
ら
、

お
互
い
に
成
長
し
、

Ｏ
Ｂ
の

方
々
は
旧
友
を
深
め
な
が
ら
も
、

永

遠
の
ラ
イ
バ
ル
浜
松
北
高
と
競
い
合

う
良
い
機
会
と
な

っ
て
い
ま
す
。

第

三
十
八
回
の
定
期
戦
は
、

浜
松
西
高

が
幹
事
当
番
と
な
り
、

遠
州
灘
海
浜

公
園
球
技
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

現

役
部
員
・父
母
会
。若
手
Ｏ
Ｂ
か
ら
６０

代

・
７０
代
の
Ｏ
Ｂ
の
方
々
ま
で
多
く

の
方
に
集
ま

っ
て
い
た
だ
き
、

緑
色

の
芝
生
の
上
で
楽
し
く
ボ
ー
ル
を
追

い
か
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

定
期
戦
の
結
果
は
０
～
４０
は
引
き

分
け

・
Ｏ
Ｂ
最
強
戦
は
浜
松
北
高
の

勝
利
、

最
終
戦
の
現
役
戦
で
浜
松
西

が
２
点
差
以
上
の
勝
ち
が
必
要
と
な

り
ま
し
た
。

選
手
権
に
む
け
て
の

チ
ー
ム
作
り
の
最
中
で
あ

っ
た
が
、

浜
松
西
高
校
が
積
極
的
な
守
備
と
効

果
的
な
攻
撃
に
よ

っ
て
３

　

１
で

勝
利
す
る
こ
と
が
で
き
、

一疋
期
戦
も

勝
ち
点
で
並
ん
だ
が
、

得
失
点
差
で

勝
利
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

Ｏ
Ｂ
の
方
々
の
宣
剣

な
プ
レ
ー
や
、

い
く
つ
に
な

っ
て
も
勝
利
に
こ
だ
わ

る
姿
を
現
役
選
手
に
見
せ
て
も
ら
え

た
こ
と
は
指
導
者
で
あ
る
我
々
も

サ
ツ
カ
ー
に
対
す
る
考
え
方
や
、

取

り
組
む
姿
勢
に
大
き
な
影
響
を
受
け

た
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、

今
後
も

浜
松
西
高
校

・
浜
松
北
高
校
の
プ
ラ

イ
ド
を
か
け
た
戦
い
が
続
く
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

Ｏ
Ｂ
戦
０
～
５５
　
浜
西

１
１
２
浜
北

Ｏ
Ｂ
戦
０
～
４０
　
浜
西

１
１
１
浜
北

Ｏ
Ｂ
戦
０
～
３。
　
浜
西

１
‐
０
浜
北

Ｏ
Ｂ
最
強
戦
　
　
浜
西

０
‐
１
浜
北

現
役
Ｃ
戦
甲
等
述
浜
西

０
‐
２
浜
北

現
役
Ｂ
戦
　
　
　
浜
西

０
‐
１
浜
北

現
役
Ａ
戦
　
　
　
浜
西

３
１
１
浜
北

１
勝
１
負
得
失
点
差
に
よ
り

浜
松
西
高
校
の
勝
利
と
な
っ
た
。

０
」
０
日

一三
の

Ｃ̈
Ｇ
Ｅ

Ｇ
三
主
Ｆ
と
雪
矛
ヽ
ヽ
“ａ
中
学
卓
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Ｊ
キ
一
０
中、
＞
ミ
耳
ど
ミ
白
Ｊ
ぃ
ョ

ぃ
コ
【の
Ｊ
ｒ
ｏ
【

款

勲

の

人

平
成
２５
年
春
の
叙
勲

瑞
宝
双
光
章
　
口ｍ
川
瑞
彦

含
同
１１
回
）

旭
日
双
光
章
　
一秋
紹
治
郎

（高
１３
回
）

品
川
　
端
彦

（高
１１
回
）

小
学
、

中
学
、

そ
し
て
西
高
校
生

と
し
て
、

過
し
た
郷
里

「浜
松
市
」

を
離
れ
て
、

五
十
五
年
が
過
ぎ
ま
し

た
。

青
雲
の
志
を
抱
い
て
、

故
郷
を
出

て
、

高
度
成
長
期
の
日
本
の
企
業
戦
士

の

一
員
と
し
て
、

頑
張
り
ま
し
た
。
し

か
し
、

病
の
為
挫
折
、

故
郷
に
帰
ろ
う

と
し
た
の
で
す
が
、

箱
根
の
山
は
越
え

た
の
で
す
が
、

大
井
川
で
川
止
め
。

島

田
の
宿
を
第
二
の
故
郷
と
定
め
、

家
庭

を
持
ち
仕
事
を
得
て
、

地
域
社
会
の
発

展
に
参
画
し
ま
し
た
。

仕
事
を
通
じ

て
、

住
ん
で
い
る
地
域

・
行
政
と
の
か

か
わ
り
も
深
ま
り
、

そ
の
内
で
、

自
分

の
出
来
る
範
囲
で
の
奉
仕
活
動
に
も
、

参
加
し
て
い
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
あ
る

時
期
に
、

保
護
司
を
委
嘱
さ
れ
た
の
で

す
。

法
律
的
な
知
識
は
全
く
無
く
、

又

保
護
司
と
は
何
を
す
る
の
か
、

皆
目
判

ら
ず
出
来
る
の
か
と
、

半
信
半
疑
の
気

持
ち
で
し
た
が
、

こ
れ
も
自
分
自
身
の

勉
強
で
も
あ
り
、

家
族
を
守
り
、

又
住

ん
で
い
る
地
域
社
会
を
良
く
す
る
為
に

は
、

必
要
な
事
だ
と
思
い
引
き
受
け
ま

し
た
。

爾
来
、

約
三
十
年
間
こ
の
奉
仕

作
業
を
続
け
て
い
る
の
で
す
。

保
護
司

と
は
、

故
あ

っ
て
罪
を
犯
し
た
人
の
更

生
に
対
す
る
援
助

・
助
言
を
す
る
事
又

社
会
復
帰
す
る
為
の
環
境
を
整
備
し
、

再
犯
を
防
止
し
、

地
域

へ
の
受
入
れ
て

も
ら
え
る
様
に
見
守
り
、

調
整
し
て
い

く
の
が
役
目
と
考
え
て
い
ま
す
。
自
分

の
人
生
経
験
に
は
無
い
、

色
々
な
事
情

を
抱
え
て
い
る
人
遥
と
の
関
係
―
改
め

て
家
族

・
地
域

・
社
会
と
は
何
か
と
考

え
さ
せ
ら
れ
る
奉
仕
活
動
だ

っ
た
と
、

振
り
返
る
事
が
出
来
ま
す
。

叙
勲

・
褒

章
は
、

顕
著
な
業
績
を
あ
げ
た
人
、

世

の
為
に
尽
く
せ
し
功
の
あ
る
人
が
対
象

で
あ
り
、

私
的
に
は
無
縁
な
事
で
し

た
。

今
回
の
叙
勲
理
由
が
、

保
護
司
の

地
道
な
活
動

・
努
力
に
対
す
る
と
の

事
、

本
当
に
名
誉
な
事
と
思

っ
て
い
ま

す
。

全
国
の
保
護
司
の
活
動
が
、

国
に

認
め
ら
れ
て
い
る
事
又
地
域
社
会
に
必

要
な
の
だ
と
の
認
識
し
て
戴
い
て
い
る

事
、

保
護
司
の
構
成
員
と
し
て
、

大
変

誇
り
に
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、

自
分
が

育
ち
、

今
生
活
し
て
い
る
静
岡
県
の
故

郷
で
受
章
し
た
事
、

よ
り

一
層
の
感
謝

の
気
持
ち
で

一
杯
で
す
。

萩
　
総
治
郎

企
口同
相
回
）

よ
も
や
、

よ
も
や
の
叙
勲

の
栄
に

浴
し
ま
し
た
。

私
は
静
岡
大
学
工
学

部
卒
業
後
、

叔
父
の
経
営
す
る
会
社

に
昭
和
四
十

一
年
入
社
し
ま
し
た
。

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
業
界
で
す
。

普
及
か
ら
十

年
ぐ
ら

い
の
こ
れ
か
ら

の
業
界

で

あ

つ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

以
後
、

無

資
源
国
の
日
本
で
す
か
ら
四
十
数
年

の
間
に
い
ろ
い
ろ
な
事
が
あ
り
ま
し

た
。

特

に
第

一
次
、

第

二
次

石
油

シ
ョ
ッ
ク
、

最
近
で
は
温
暖
化
防
止

と
技
術
の
向
上
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

間
の
垣
根
が
無
く
な

っ
た
こ
と
、

そ

し
て
目
を
見
張
る
よ
う
な
安
全

・
保

安
面
の
向
上
等
で
す
。

た
だ
ひ
た
す

ら
、

こ
れ
ら
に
対
す
る
真
面
目
な
取

り
組
み
が
今
回
の
受
賞
に
つ
な
が

っ

た
と
思
い
ま
す
。
も
う

一
つ
、

私
は
周

り

の
人
に
恵
ま
れ
た
と
思

い
ま
す
。

私
を
し

っ
か
り
指
導
し
て
く
れ
た
人

達
、

そ
し
て
い
つ
も
手
を
さ
し
の
ベ

て
く
れ
た
人
達
が

い
た
こ
と
で
す
。

ま
と
め
れ
ば

「
お
蔭
様
で
」
の

〓
一一口
に

つ
き
る
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
少
し
で
も
社
会
に
役
立
つ
こ
と

が
出
来
れ
ば
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
謡
租
乗
神

一締
播
記
念
文
集
発
見
！

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
調

印
直
後
、

当
時
の
在
校
生
全
員
が
日

本
の
岐
路

へ
の
想

い
を
書
き
綴

っ
た

「講
和
記
念
文
集
」
。

そ
の
原
本
が
図

書
室
に
保
存
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
を

今
村
先
輩

公
Ｈ同
４
回
、

当
時
三
年
生
）

他
有
志

の
方

々
が
母
校
を
訪
問
し
、

コ
ピ
ー
し
て
希
望
者
に
わ
け
よ
う
と

し
て
い
る
と

い
う
記
事
が
、

去
る
四

月
十
九
日
の
中
国
新
聞
に
掲
載
さ
れ

て
い
て
ビ

ッ
ク
リ
し
た
。

当
時
自
分

は

一
年
Ｂ
組
の
自
席
郷
署

い
た
こ
と

を
思
い
出
し
、

そ
の
経
緯
に
つ
い
て

調
べ
た
と
こ
ろ
、

次
の
通
り
だ

っ
た
。

昭
和
三
十
六
年
九
月
八
日

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約

締
結

同
二
十
六
年
九
月
十
日

伊
藤
新
七
郎
校
長
の
訓
話
あ
り

同
二
十
六
年
九
月

一十
五
日

西
高
新
聞
に
訓
話
内
容
掲
載

同
二
十
七
年
四
月
二
十
八
日

条
約
発
効

早
速
校
長
先
生
を
通
じ
、

図
書
室

で
裂
本
さ
れ
た
原
本
を
確
認
し
、

借

り
て
き
た
。

当
事
者
に
と

つ
て
は
ま

さ
に
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
。

な
ん
と
か

希
望
者
に
配
布
で
き
な
い
か
と
、

現

在
印
刷
業
者
と
相
談
中
で
あ
る
。

こ
の
会
報
を
ご
覧
の
方
で
、

こ
の

文
集
希
望
者
は
、

左
記
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

高
５
回
　
本
多
秀
行

電
話
（０
５
３
）
４
５
２
１
９
０
４
０

高
６
回
　
酒
井
基
寿

電
話
（０
５
３
）
４
４
１
１
５
９
８
７

高
６
回
　
林
　
信
志

電
話
（０
５
３
）
４
８
６
１
３
４
１
２

高
６
回
　
伊
藤
庄
平

電
話
（０
５
３
）
４
５
４
１
６
６
５
１

高
６
回
　
川
島
順

二

電
話
（０
５
３
）
４
５
４
１
４
７
６
８

川
島
順
二

企
口向
６
回
）
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山
岡
　
大
祐

（高

４６
回
）

美
大
に
行

っ
た
同
級
生
が
８
ミ
リ

フ
ィ
ル
ム
で
自
主
制
作
映
画
を
や

っ

て

い
た

の
で
、

仲
間

に
入
れ

て
も

ら

つ
た

の
が
映
画
製
作

に
関
わ

る

き

っ
か
け
で
す
。

映
画
は
高
校
ま
で
ほ
と
ん
ど
見
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

大
学
で
ゼ
ミ
の

教
授
に
将
来
の
夢
を
聞
か
れ
て
、

な

ん
と
な
し
に

「映
画
監
督
で
す
」
と
答

え
た
と
こ
ろ

「
じ
ゃ
あ
年
間
三
百
～

三
百
本
は
見
て
る
ん
だ
？
」
と
言
わ

れ
て

「監
督
に
な
る
に
は
そ
ん
な
に

沢

山

見

て

い
な

い
と

ダ

メ
な

の

か
―
今
」
と
焦
り
、

慌
て
て
名
作
と
言

わ
れ
る
映
画
を
ビ
デ
オ
で
、

新
作
を

映
画
館
で
見
る
よ
う
に
な

っ
た
く
ら

い
で
す
。

遅
ま
き
な
が
ら
映
画
の
魅

力
に

ハ
マ
っ
た

の
は
そ
こ
か
ら
で
、

制
作
に
も
熱
が
入
り
始
め
ま
し
た
。

そ
し
て
大
学
卒
業
後
に
制
作
し
た

短
編
が
今
は
亡
き
大
島
渚
監
督
が
審

査
委
員
長
を
務
め
る
映
画
祭
で
賞
を

も
ら

い
ま
し
た
。

そ
れ
が
こ
の
道
を

続
け
る
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
で
し

た
。

そ
れ
か
ら
十
年
。ヽ
２
０
０
９
年
に

は
小
規
模
で
す
が
監
督
作
を
劇
場
公

開
す
る
事
も
出
来
ま
し
た
。

翌
年
に

は
ク
エ
ン
テ
イ
ン

・
タ
ラ
ン
テ
イ
ー

ノ
監
督
を
輩
出
し
た
ア
メ
リ
カ
の
サ

ン
ダ
ン
ス
映
画
祭
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
行

っ

て
い
る
国
際
映
像
作
家
賞
で
も
グ
ラ

ン
プ
リ
を
も
ら

い
ま
し
た
。

今
年
は

Ｆ
Ｏ
Ｘ
チ
ヤ
ン
ネ
ル
が
行

っ
て
い
る

短
編
映
画
祭
で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
頂

い

て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
人
生
で
、

映
画
以
外

で
自
分
が
認
め
ら
れ
た
り
評
価
さ
れ

た
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
か
ら
、

そ
う

い
っ
た
こ
と

の

一
つ

一
つ
が
嬉

し
く
、

次

に
進
む

モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な

っ
て
い
ま
す
。

自
分
が
そ
う
だ

っ
た
か
ら
、

と

い

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
，認

め
る
“
と

い
う

の
は
大
事
で
す
。

現
場
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
あ
げ
る
た
め
、

キ
ャ

ス
ト
や
ス
タ

ッ
フ
の
仕
事
を
認
め
る

に
し
て
も
、

ど
こ
が
良
か

っ
た
の
か

ち

ゃ
ん
と
見
て
い
な

い
と
分
か
ら
な

い
。

だ
か
ら
こ
そ
人
の
仕
事
に
誠
実

に
向
き
合

っ
て
注
意
を
払
う
。

そ
ん

な
こ
と
も
映
画
を
通
じ
て
学
ん
だ
こ

と
の

一
つ
で
す
。

大
変
な
こ
と
も
多

い
で
す
が
、

こ
れ
か
ら
も
映
画
の
制

作
は
続
け
て
行
き
ま
す
。

現
在
は
新

た
な
長
編
劇
場
用
映
画
を
制
作
す
る

べ
く
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん

に
見
て
頂
け
る
よ
う
な
大
き
な
予
算

の
映
画
に
し
た

い
で
す
。

順
調
に
制

作
さ
れ
、

映
画
館
で
公
開
さ
れ
た
お

り
に
は
ぜ
ひ
見
に
来
て
く
だ
さ
い
―

て
思
わ
な
か
つ

た

束
日
本
大
震
災
を

経
験
し
て

浦
部
　
晶
彦

（高
４６
回
）

福
島
県
職
員
と
な

っ
て
あ

っ
と

い

う
間
に
十
二
年
目
に
な
り
ま
し
た
。

今
現
在
生
活
し
て
い
る
福
島
市
は
浜

松
市
と
比
べ
て

一
ヶ
月
く
ら

い
遅
れ

て
奉
が
来
ま
す
。

桜
が
咲
く
の
は
四

月
中
旬
で
す
。

私
生
活
で
も
仕
事
で

も
浜
松
と
の
比
較
は
福
島
県
を
理
解

す
る
う
え
で
私
の
基
盤
と
な

っ
て
い

ま
す
。

「
東
海
地
震
が
近

い
う
ち
に
起
き

る
」
と
小
学
生
の
頃
か
ら
半
ば
脅
か

さ
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
思

い

な
が
ら
育
ち
ま
し
た
が
、

地
震
に
対

す
る
意
識
が
高
か

っ
た
と
言
え
ば
そ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

せ

い

ぜ
い
懐
中
電
灯
な
ど
の
防
災
セ

ッ
ト

一
式
程
度
の
備
え
で
し
た
。
と
こ
ろ

が
、

も
う
二
年
以
上
も
前

の
東
日
本

大
震
災
と
東
京
電
力
の
原
子
力
災
害

を
経
験
し
て
、

な
ぜ
今
ま
で
自
然
災

害

に
対
す

る
怖

さ
を
実
感

で
き

な

か

っ
た
の
か
反
省
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

人
間
は
自
ら
の
五
感
す
べ
て
で
経
験

し
な
い
と
実
感
し
な
い
の
で
し
ょ
う
。

巨
大
な
地
震
は
身
近
に
発
生
し
、

道

路
や
家
屋
を
簡
単
に
破
壊
し
人
命
を

容
赦
な
く
奪

い
ま
す
。

長

い
時
間
と

多
大
な
労
力
を
費
や
し
築

い
た
町
や

文
化
も
変
え

て
し
ま

い
ま
す
。

福
島

県
の
被
災
は
人
生
観
を
見
直
す
き

っ

か
け
と
な
り
ま
し
た
。

例
え
ば
、

日
々

の
目
標
が
自
分
の
家
を
建
て
て
仕
事

も
家
庭
も
充
実
さ
せ
て
幸
せ
に
暮
ら

そ
う
と
い
う
漠
然
と
し
た
も
の
か
ら
、

目
の
前

の
具
体
的
な
課
題
に
取
り
組

み
、

復
興
に
む
け
て
少
し
で
も
前
進

し
よ
う
と

い
う
明
確
な
も

の
に
か
わ

り
ま
し
た
。

地
震
直
後
、

当
時
勤
務
地
で
あ

っ

た
郡
山
市
か
ら
福
島
市
に
帰
る
道
路

は
大
混
雑
、

か
ろ
う
じ
て
営
業
し
て

い
た

コ
ン
ビ

ニ
に
は
す
で
に
食
料
は

な
く
温
か
い
缶
ジ

ュ
ー
ス
を
購
入
す

る
の
が
精

い
っ
ぱ

い
で
し
た
。

次

の

日
か
ら
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
は
長

い

行
列
と
な
り
ま
し
た
。
ラ
イ

フ
ラ
イ

ン
は
す
べ
て
止
ま
り
、

水
道
も
使
え

な

い
た
め
に
給
水
車
に
三
時
間
近
く

並
ん
で
や

っ
と
五
リ

ッ
ト
ル
の
水
を

も
ら
え
た
程
度
で
し
た
。

娘
と
当
時

０
歳

の
息
子
を
な
ん
と
か
妻
の
実
家

で
あ
る
会
津
若
松
市

へ
避
難
さ
せ
た

こ
と
は
昨
日
の
こ
と

の
よ
う

で
す
。

私
は
、

避
難
所
支
援

の
た
め
に
在
る

小
学
校

へ
泊
ま
り
込
み
を
し
ま
し
た
。

振
り
返
れ
ば
そ
れ
は
、

放
射
性
物
質

が
降
下
す
る
中
で
の
支
援
で
し
た
。

被
災
か
ら
二
年
経
ち
、

福
島
県
で

は
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
受
け
て
復
興

に
む
け
て
進
み
だ
し
た
こ
と
と
そ
う

で
な

い
こ
と
の
両
局
面
が
浮
き
彫
り

に
な
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。

私
の
仕
事

に
関
係
す
る
部
分
で
い
え
ば
、

進
展

し
は
じ
め
た
こ
と
の

一
つ
は
津
波
被

災
地
の
復
旧
で
す
。

防
潮
堤

・
防
潮

林

・
嵩
上
げ
道
路

や
区
画
整
理
が

着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
反

面
、放

射
性
物
質
が
広
範
囲
に
降
り
、そ

れ
を
含
む
土
砂
等
を
保
管
す
る
場
所
を

確
保
で
き
な
い
地
域
は
、

復
旧
の
基
盤

と
な
る
道
路
工
事
は
進
展
せ
ず
維
持
管

理
も
十
分
に
で
き
ま
せ
ん
。

復
旧

・復
興
に
は
、

地
域
の
人
々
の

絆
が
大
切
で
す
。

人
と
人
と
の
絆
が

比
較
的
残

っ
て
い
る
福
島
県
で
す
ら

な
か
な
か
復
興
は
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

都
市
部
に
お
い
て
同
様
の
事
態
が
起
き

れ
ば
、

弱
い
立
場
に
い
る
人
び
と
が
犠

牲
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
し
て

い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
福
島
県
で
復
果
に
む
け

て
実
現
さ
れ
る
こ
と
が
将
来
に
わ
た
り

世
界
に
誇
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
と

い
う
使
命
感
を
も
ち
、

同
窓
生
の
方
々

が
世
界
で
活
躍
し
続
け
て
い
る
こ
と
を
糧

に
、

私
も
微
力
な
が
ら
頑
張
り
続
け
ま
す
。

き
も
の
に
魅
せ
ら
れ
て

秋
元
（本
尾
）延
子

（高
４６
回
）

き
も
の
に
魅
せ
ら
れ
て
、

三
十
年

余
。

キ
モ
ノ
と
言
っ
て
も
着
る
の
で

は
な
く
、

作
る
こ
と
。

初
め
て
染
め

た
の
は
、

五
歳
の
大
晦
日
。

年
越
し

の
支
度
で
大
忙
し
な
大
人
た
ち
の
横

で
、

黒
豆
の
煮
汁
を
も
ら
つ
て
染
め

た
。
く
す
ん
だ
深
―
い
紫
色
。

祖
母

」
０
日

一三
の
一Ｃ
Ｇ
Ｅ

Ｇ
三
せ
Ｆ
と
軍
＞
ヽ
ヽ
０
中
学
三
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Ｊ
汁
汁
０
”、
＞
モ
耳
≧
電
日
Ｊ
Ｄ
ョ

Ｄ
５
「∽
Ｊ
Ｆ
Ｏ
一
Ｃ

の
着
物
の
端
切
れ
で
、

立
涌
模
様
の

美
し
い
縮
子
地
で
あ
っ
た
。

染
ま
る

と
い
う
こ
と
の
不
思
議
さ
と
、

絹
の

光
沢
に
や
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

そ
の

後
、

祖
母
の
為
に
、

拙
い
針
で
お
香

袋
を
仕
立
て
た
。

そ
れ
か
ら
ず
―
っ

と
何
か
し
ら
染
色
と
と
も
に
生
き
て

い
て
、

我
な
が
ら
よ
く
飽
き
な
い
な

。‥
レ⊂
田
心ムノ
。

「振
り
返
る
と
、

デ
ザ
イ
ン
が
好
き

だ
と
か
オ
シ
ャ
レ
が
好
き
で
着
物
の

世
界
に
入
っ
た
の
で
は
な
く
、

た
だ

た
だ
貧
乏
人
が
極
上
の
美
し
い
物
に

触
れ
る
に
は
作
り
手
に
な
る
し
か
な

い
な
、
と
思
い
立

っ
た
わ
け
で
こ
の

世
界
に
入
っ
た
。」
と
、

い
う
わ
け
だ

か
ら
高
校
生
の
頃
な
ど
、

な
ん
と
も

あ
か
抜
け
な
く
て
美
大
を
目
指
す
学

生
に
は
全
く
見
え
な
い
、

い
わ
ゆ
る

イ
ケ
て
な
い
娘
で
あ
っ
た
。
し
か
し

な
が
ら
、

本
人
は
高
校
入
試
の
と
き

に
す
で
に
美
大
に
入
る
気
満
々
で
、

入
試
面
接
の
美
術
教
師
に

「美
大
に

進
学
し
た
い
で
す
―
」
と
い
っ
て
い

た
よ
う
に
思
う
。

入
学
し
て
か
ら
も

卒
業
後
も
栗
野
先
生
に
は
大
変
お
世

話
に
な
り
、

今
年
の
春
に
は
ク
リ
エ

イ
ト
浜
松
で
開
催
さ
れ
た

「水
曜
会

展
」
で

一
緒
に
作
品
を
展
示
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。

長
い
ご
縁
で
あ
る
。

そ
の
後
、

就
職
し
て
ツ
モ
リ
チ
サ

ト
さ
ん
や
岩
下
志
麻
さ
ん
の
ア
シ
ス

タ
ン
ト
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、

毎

週
の
よ
う
に
京
都
と
東
京
を
新
幹
線

で
往
復
し
て
い
る
時
期
が
あ

っ
た
。

染
の
見
本
や
図
案
を
持

っ
て
新
幹
線

に
乗
る
と
、

打
ち
合
わ
せ
が
う
ま
く

行
か
な
く
て
落
ち
込
ん
だ
り
、

胃
が

痛
く
な
っ
た
り
し
た
。

が
、

浜
松
に

通
り
か
か
り
、

西
山
台
の
上
で
校
舎

が
朝
日
に
照
ら
さ
れ
て
い
る
の
を
見

る
と
、

懐
か
し
く
っ
て
力
が
わ
い
た

気
が
す
る
。

西
山
寮
で
の
弦
楽
部
の

合
宿
や
、

新
し
い
図
書
館
で
の
天
体

観
測
会
な
ど
、

楽
し
い
思
い
出
が
キ

ラ
キ
ラ
と
思

い
出
さ
れ
た
か
ら
だ
ろ

埼ヽ
ノ
　
　
　
。

二
人
目
の
娘
を
出
産
し
て
私
の
仕

事
人
生
に
転
換
期
が
お
と
ず
れ
た
。

長
い
問
勤
め
た
会
社
を
や
め
て
、

デ

ザ
イ
ン
の

一
線
か
ら
離
れ
ざ
る
を
え

な
く
な

っ
た
の
だ
。

人
生
の
師
匠
で

あ
る
ツ
モ
リ
さ
ん
や
岩
下
さ
ん
の
よ

う
に
、

育
児
と
家
庭
と
仕
事
を
バ
ラ

ン
ス
よ
く
、

末
永
く

ハ
ッ
ピ
ー
に
暮

ら
し
て
い
く
の
が
目
標
で
あ
る
。
し

か
し
目
標
は
は
る
か
彼
方
に
、

だ

っ

た
。
自
分
の
デ
ザ
イ
ン
し
た
着
物
を

ま
と

っ
た
俳
優
や
モ
デ
ル
さ
ん
た
ち

を
、

テ
レ
ビ
や
雑
誌
で
見
か
け
て
は
、

生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ
ん
を
抱

き
な
が
ら
泣

い
て
暮
ら
し
て
い
た
と

き
も
あ

っ
た
。　

一
線
か
ら
は
な
れ
て

も
、

メ
デ
ィ
ァ
で
は

一
足
遅
れ
て
放

映
さ
れ
、

出
版
さ
れ
る
。

育
児
の
問

に
時
代
に
遅
れ
て
し
ま
い
、
も
う
デ

ザ
イ
ン
の
現
場
に
戻
れ
な
い
の
で
は
？

と
い
う
不
安
が
、

そ
れ
を
見
る
た
び

に
頭
を
よ
ぎ

っ
た
の
だ
。

子
た
ち
も
少
し
大
き
く
な

っ
た
今
、

自
分
の
ベ
ー
ス
で
仕
事
を
始
め
ら
れ

る
よ
う
に
な

っ
た
。

黒
豆
で
目
覚
め

た
染
色
だ
が
、

今
は
近
所
の
京
野
菜

を
使

っ
て
作
品
を
染
め
て
い
る
。

そ

し
て
、

私
が
尊
敬
す
る
師
匠
た
ち
か

ら
教
わ

っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
や
、

セ
ン
ス

を
こ
れ
か
ら
の
若
者
に
伝
え
る
仕
事

も
あ
る
。

Ｉ
器

で
テ
キ
ス
タ
イ
ル
デ

ザ
イ
ン
を
、

と
い
う
切
り
口
で
教
壇

に
立

つ
。　

一
般
的
な
広
告
デ
ザ
イ
ン

向
け
の
授
業
で
は
な
い
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
業
界
の
ク
リ
エ
ー
タ
ー
向
け
の
授
業

構
成
で
、

草
木
染
め
実
技
か
ら
グ
ラ

フ
イ
ッ
ク
ま
で
幅
広
く
教
え
て
い
る
。

美
し
い
日
本
の
文
化
で
あ
る
着
物

と
染
色
の
魅
力
を
広
げ
て
、

産
業
を

守
る
こ
と
。

デ
ザ
イ
ン
の
力
で
世
界

が
豊
か
に
、

人
間
が
幸
せ
に
包
ま
れ
る

こ
と
を
祈
っ
て
、

今
日
も
美
し
い
モ
ノ

の
こ
と
ば
か
り
考
え
て
生
き
て
い
る
。

橋
本
　
剛

（高
４６
回
）

私
が
大
阪
大
学
医
学
部
保
健
学
科

に
入
学
し
て
大
学
生
活
を
始
め
た
の

は
、
１
９
９
５
年

（平
成
七
年
）
の
阪

神
・淡
路
大
震
災
が
発
生
し
た
直
後
で

し
た
。

一
般
教
養
を
学
ぶ
豊
中
キ
ャ
ン

パ
ス
周
辺
に
も
、

倒
壊
し
た
り
、

ブ

ル
ー
シ
ー
ト
で
応
急
処
置
さ
れ
た
り

し
た
家
屋
な
ど
、

少
な
か
ら
ず
被
害
の

爪
痕
は
あ
り
ま
し
た
が
、

私
自
身
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
な
が
ら
充
実

し
た
学
生
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

大
学
二
年
時
か
ら
は
基
礎
医
学
の

研
究
に
興
味
を
も
ち
、

吹
田
キ
ャ
ン

パ
ス
に
あ
る
研
究
室
に
足
し
げ
く
通

い
ま
し
た

（豊
中
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら

吹
田
キ
ャ
ン
パ
ス
ま
で
は
自
転
車
で

片
道

一
時
間
程
度
）
。

基
礎
医
学
に
興

味
を
抱
い
た
の
は
、

幼
い
頃
か
ら
原

因
不
明
の
書
麻
疹
に
悩
ん
で
お
り
、

大
学
在
学
中
に
出
会

っ
た
恩
師
の
研

究
テ
ー
マ
が
ア
レ
ル
ギ
ー
や
炎
症
に

関
与
し
て
い
る
ヒ
ス
タ
ミ
ン
で
あ

っ

た
こ
と
が
き

つ
か
け
で
す
。
ヒ
ス
タ

ミ
ン
は
、

炎
症
反
応
以
外
に
も
胃
酸

分
泌
の
調
節
、

睡
眠
・覚
醒
の
調
節
な

ど
、

全
身
性
の
効
果
が
あ
る
興
味
深

い
生
理
活
性
物
質
で
、

私
は
ヒ
ス
タ

ミ
ン
の
作
用
に
関
わ
る
新
規
医
薬
品

の
シ
ー
ド
化
合
物
を
開
発
す
る
た
め

日
本
と
オ
ラ
ン
グ
を
行
き
来
す
る
大

学
院
生
活
を
送
り
ま
し
た
。

学
位
取
得
後
は
、

香
川
大
学
医
学

部
の
助
手

（現
”助
教
）
と
し
て
就
職

し
ま
し
た
。

新
た
な
テ
ー
マ
を
探
し

て
い
た
十
年
前
、

す
で
に
高
校
時
代

の
面
影
が
失
わ
れ
メ
タ
ボ
体
型
に

な

っ
た
自
分
自
身
を
見
つ
め
直
す
た

め

（痩
せ
た
い
一
心
で
…
）
、

そ
し
て

炎
症
と
肥
満
が
密
接
に
関
与
し
て
い

る
と
の
学
説
の
も
と
国
内
外
に
お
い

て
多
く

の
研
究
が
は
じ
ま
り

つ
つ

あ

っ
た
時
期
で
し
た
の
で
、

遅
れ
ば

せ
な
が
ら
私
も
肥
満
に
関
す
る
研
究

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

簡
単
に

痩
せ
る
こ
と
が
で
き
る
，や

せ
薬
“
を

世
に
送
り
出
し
た
い
と
い
う
安

っ
ぽ

い
目
標
を
揚
げ
て
こ
れ
ま
で
研
究
を

続
け
て
き
ま
し
た
が
、

他
の
多
く
の

研
究
者
同
様
、

そ
の
道
の
り
は
未
だ

遠
い
で
あ
ろ
う
と
い
う
の
が
個
人
的

見
解
で
す
。

そ
の
困
難
な
道
の
り
に
光
明
が
差

す
出
来
事
と
し
て
、

香
川
大
学
の
農

学
部
と
医
学
部
に
お
い
て
、　
，希

少

糖
０

ア

ンヽ
ュ
ガ
こ

“
の

一
つ
で
、

甘
味
が
砂
糖
の
七
倍
程
度
、

抗
肥
満

効
果
や
動
脈
硬
化
の
抑
制
効
果
を
も

産
す
る
技
術
開
発
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、

平
成
二
十
四
年
六
月
に
は

希
少
糖
含
有
シ
ロ
ッ
プ

「
レ
ア
シ
ュ

ガ
ー
ス
ウ
イ
ー
ト
」
が
松
谷
化
学
工

業
か
ら
発
売
が
開
始
さ
れ
、

い
ま
非

常
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
も
肥
満
を
研
究
す
る
者
と
し

て
、

生
活
習
慣
病
予
防
と
改
善
の
た

め
の
啓
家
活
動
を
行
う
と
同
時
に
、

香
川
大
学
の
希
少
糖
を
国
内
さ
ら
に

は
世
界

へ
と
広
め
て
い
け
た
ら
と
考

え
て
い
ま
す
。

第
１２
回
西
高
同
窓
フ
オ
ー
ラ
ム
は

平
成
二
十
五
年
二
月
十
六
日
（土
）
ホ

テ
ル
コ
ン
コ
ル
ド
浜
松
で
、

百
名
余

り
の
出
席
者
の
も
と
行
わ
れ
ま
し
た
。

第

一
部
は
、

「銀
木
犀
の
間
」
に

て
第

一
航
空
団
司
令
兼
浜
松
基
地
司

令
荒
木
正
嗣
氏
の
講
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

「我
が
国
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル

防
衛
」
と
題
し
、

弾
道
ミ
サ
イ
ル
拡

散
の
状
況
や
、

北
朝
鮮
の
弾
道
ミ
サ

イ
ル
開
発
の
話
、

そ
の
防
衛
に
つ
い

て
な
ど
我
が
国
の
国
防
に
関
す
る
興

味
深
い
内
容
で
し
た
。

第
二
部
は
、

会
場
を

「雲
の
間
」

に
移
動
し
て
の
懇
親
会
。

高
２３
回
小

笠
原
守
之
助
氏
の
挨
拶
に
続
き
高
１４

回
大
塚
哲
雄
氏
の
司
会
に
て
進
行

さ
れ
、

世
代
を
越
え
た
と
て
も
和

や
か
な
交
流
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、

本
年
度

「新
春
の
集

い
」

代
表
幹
事
の
高
４５
回
新
野
　
正
氏
、

来
年
度

「新
春
の
集
い
」
代
表
幹

事
の
高
４６
回
藤
田
　
董
小氏
か
ら
挨

拶
が
あ
り
、

高
１２
回
前
日
米
蔵
氏
の

エ
ー
ル
に
て
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。
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第
三
十
七
回
浜
松
西
高
校
同
窓
ゴ

ル
フ
大
会
が
例
年
通
り
、

五
月
の
第

三
水
曜
日
、

二
十
二
日
に
浜
名
湖
カ

ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
を
貸
し
切

っ
て
開

催
さ
れ
た
。
こ
の
大
会
は
、

毎
年
参

加
さ
れ
て
い
る
諸
先
輩
方
も
お
り
、

開
催
を
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
る
と
聞

い
て
い
る
。

大
会
当
日
は
、

晴
天
に

恵
ま
れ
、

ゴ
ル
フ
を
行
う
に
ふ
さ
わ

し
い
天
気
で
あ

っ
た
。
ゴ
ル
フ
を
や

る
に
は
、

ま
ず
天
気
、

幹
事
と
し
て

は

一
安
心
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。

参
加
者
は
全
体
で
、
１
７
０
名
、

う

ち
女
性
は
４
名
の
参
加
で
あ

っ
た
。

女
性
の
参
加
は
、

大
会
が
華
や
か
に

な
る
の
で
歓
迎
し
た
い
。

例
年
女
性

は
１
名
～
２
名
と
聞
い
て
い
た
が
、

昨
年
は
５
名
の
参
加
、

今
年
は
４
名

と
１
名
減

っ
て
し
ま

つ
た
が
、

何
と

か
面
目
を
保

っ
た
形
と
な

っ
た
。

男

性
女
性
に
か
か
わ
ら
ず
、

参
加
者
あ
っ

て
の
ゴ
ル
フ
大
会
で
あ
る
。
こ
の
大

会
が
今
後
更
に
有
意
義
な
も
の
に
な
っ

て
い
く
こ
と
を
期
待
ビ
た
い
。

ほ
と
ん
ど
の
パ
ー
テ
ィ
ー
が
３
名

ず

つ
回
れ
た
の
で
、

ス
ム
ー
ズ
に
回

れ
た
と
思
う
。

す
べ
て
の
パ
ー
テ
ィ
ー

が
ほ
ぼ
時
間
通
り
戻
っ
て
き
た
。

今
年

は
、

水
野
美
明

（高
１２
回
）
さ
ん
が

７
香
ホ
ー
ル
で
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を

達
成
し
、

ス
コ
ア
集
計
所
で
は
大
変

盛
り
上
が

っ
た
。

‐６
時
か
ら
は
、

表
彰
式
を
行

っ
た
。

全
員
に
は
行
き
渡
ら
な
い
が
、

ほ
と

ん
ど
の
諸
先
輩
方
に
賞
品
が
行
き
渡

る
よ
う
に
気
を
配
り
、

結
果
に

一
喜

一
憂
し
な
が
ら
も
、

楽
し
い
表
彰
式

に
な

っ
た
と
思
う
。

表
彰
式
の
最
後

に
は
、

参
加
者
全
員

に
よ
る

「折

り
た
た
み
自
転
車
」
争
奪
じ
ゃ
ん
け

ん
大
会
を
行
い
、

最
後
ま
で
盛
り
上

が
る
も
の
と
な

っ
た
。

今
年
は
、

浜
松
西
高
同
窓
ゴ
ル
フ

大
会
の
松
出
会
長
が
退
任
さ
れ
、

新

た
に
斎
藤
会
長
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
、

我
々
の
絆
を

一
層
強
く
す
る
会
の
運

営
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、

幹
事

一
同
は
、

次
回
の
幹
事
（高

３５
回
）
と
共
に
こ
の
浜
松
西
高
同
窓

ゴ
ル
フ
大
会
が
少
し
で
も
我
々
同
窓

生
の
絆
が
深
ま
る
よ
う
祈
念
し
、

バ

ト
ン
タ
ッ
チ
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

（幹
事
学
年
　
高
３４
回

一
同
）

競
技
の
結
果
は
、

以
下
の
通
り
で

す
。

◆
と

一
ア
の
部

優
　
勝
　
播
磨
　
　
衛

公
向
２
）

グ

ロ
ス

８６
　

不ヽ

ツ
ト

６９

・
２

第
２
位
　
中
村
　
　
誠

公
向
９
）

グ

ロ
ス

９‐
　
、不

ッ
ト

７‐

．
８

第
３
位
　
白
柳
　
敏
幸

企
向
１１
）

グ
ロ
ス
８４
　
不ヽ
ツ
ト
７２

・
０

◆

一
般
の
部

優
　
勝
　
同
部
　
正
己

企
向
１８
）

グ

ロ
ス

８３
　

不ヽ

ツ
ト

７‐

．
０

第
２
位
　
飯
尾
　
　
勉

公
局
１８
）

グ

ロ
ス

８‐
　

、不

ッ
ト

７‐

．
４

第
３
位
　
松
本
　
一
宏

公
向
２３
）

グ
ロ
ス
８３
　
不ヽ
ツ
ト
７２

・
２

◆
ス
ア
ィ
ー
ス
の
部

優
　
勝
　
石
川
　
江
利

公
向
３０
）

グ

ロ
ス

‐０８
　

不ヽ

ツ
ト

８０

．
４

第
２
位
　
原
田
佳
代
子

企
Ｈ同
２３
）

グ

ロ
ス

‐３０
　

不ヽ

ッ
ト

９０

．
０

第
３
位
　
大
野
み
さ
よ

企
向
２３
）

グ

ロ
ス

‐３０
　

不ヽ

ッ
ト

９０

．
０

（以
上
敬
称
略
）

シエア優勝

ホールインワン

龍
回
　
良
信

（高
２４
回
）

思
い
起
こ
せ
ば
、

卒
業
か
ら
二
十

年
後
の

「新
春
の
集

い
」
の
当
番
幹

事
年
か
ら
も
う
二
十
二
年
過
ぎ
て
い

ま
す
。

初
め
て
同
窓
会
の
大
き
な
事

業
に
携
わ
り
、

大
変
有
意
義
な
時
を

過
ご
し
た
と
今
更
な
が
ら
感
慨
深
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。

あ
の
時
か
ら
高

二
十
四
回
卒
の
僕
達
は
、

西
高
の
卒

業
生
と
い
う
意
識
が
以
前
に
ま
し
て

強
く
な
り
ま
し
た
。

自
分
は
還
暦
を
迎
え
気
持
ち
だ
け

は
ま
だ
ま
だ
若

い
の
で
す
が
、

時
々

鏡
の
自
分
に

「
こ
ん
な
だ

っ
け
！
」

と
少
し
老
け
込
ん
だ
自
分
に
唖
然
と

し
、

同
級
生
の
姿
に

「お
ま
え
も
歳

だ
な
―
」
と
思
う

こ
と
も
あ
り
ま

す
。

そ
し
て
会
話
の
内
容
が
、

体
調

・

持
病

・
子
や
孫
の
こ
と
に
な
る
と
俄

ま
だ
ま
だ

こ
れ
か
ら
だ

「
・

然
多
弁
に
な
っ
て
く
る
。

体
調
不
良

や
持
病
の
こ
と
を
自
慢
げ
に
？
語
っ

て
い
る
友
に
、

「俺
も
だ
よ
」
と
妙
に

共
感
し
て
し
ま
い
、

「俺
の
ほ
う
が

も

っ
と
す
ご
い
ぞ
」
と
ば
か
り
に
議

論
白
熱
し
、

お
互
い
気
持
ち
が
元
気

に
な
っ
て
い
く
の
も
ま
た
妙
な
も
の

で
す
。

会
話
の
ペ
ー
ス
が
、

昔
の
自

分
達
の
そ
れ
に
な
っ
て
い
き
、

少
し

年
取

っ
た
が

「
五
十

・
六
十
働
き
盛

り
、

俺
達
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
だ

な
！
」
と
気
の
合
う
元
気
溌
刺
な
同

級
生
に
た
ち
ま
ち
変
身
し
ま
す
。

「祇
園
精
舎
の
鐘
の
音
、

諸
行
無

常
の
ひ
び
き
あ
り
」
高
校
時
代
に
は

平
家
物
語
の

「諸
行
無
常
」
の
意
味

は
不
明
で
し
た
が
、

「す
べ
て
の
も

の
は
変
化
す
る
」
と
い
う
意
味
な
の

だ
と
教
え
て
い
た
だ
き
き
ま
し
た
。

皆
、

い
ろ
い
ろ
な
人
生
経
験
を
経
て

今
に
至
っ
て
い
る
わ
け
で
が
、

良
く

も
悪
く
も
人
生
は

「変
化
」
そ
の
も

の
で
す
。

で
き
れ
ば
そ
の
「変
化
」
が

良
き
進
化

・
向
上
で
あ
れ
ば
よ
い
と

思
う
次
第
で
す
。

来
春
の
新
春
の
集

い
で
は
多
様
に

「変
化
」
し
た
多
く

の
友
と
の
再
会
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

」
０
．

一
こ
の
一
Ｃ
Ｇ
Ｅ

Ｇ
至

口」Ｆ
と
電
矛
ヽ
ヽ
“
Ｑ
ギ
ギ
三
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【中等部】 平軒琵2 4
運動部 海 材 市ヽ ★ 余 県  大  会 蘭 海 ☆ 余 全国 大 会 逓 れ 市ヽ 軒 大★ 会 県斯 人☆余 孝 ∩ 柿 キ 奈 十 会

陸上

水沐

野球
サッカー

男バスケ

女バスケ

男テニス

女テニス

男女ソフトテニス
男卓球

女卓球

誕
鎚

西部通信陸上競技大会
女子共通800m3位
女子共通走幅跳5位
女子低学年4X100mリレー5位
女子2年 100mワ 位
女子共通4X100mリレー7位
女子1年800m8位
女子総合の部8位
男子共通400m9位

男子1年1500m10位

男子mm自由形1位側肺自由榊位|
男子側m平泳部位劇m平泳綺位

|

男子100m平沐ぎ6位

男子200m自由形8位
女子100m)|タフライ批21111mlリフライ2位
女子50m自由形8位
女子200m個人ll16位400冊個人M5位
女子100m首泳ざ5位.200m首泳ぎ5位
女子100m平泳ぎ6位200m平泳ぎ6位
女子200ml国人ll14位100mバタフライ4位
男子400mR4位
男子400m M R8位
女子400mR2位
女子400岡M R2位

1回戦 18浜 名中
市内ベスト16

市内ベスト16

西部大会ベスト16

団体戦予選リーグ敗退|□人l15ペフ出場
個人の部11・22位

団体の部グループリーグ3位
個人の部出場

50K級6位 70K級3位
夏季浜松大会男子団体6位
ク 男子個人4位 16位

夏季浜松大会女子団体8位
ク 女子個人14位

県通信陸上競技大会
女子共通800m2位
県選抜陸上競技大会
女子共通800 m l位
女子共通1500m5位

男子50m自由形9位
男子100側平洲ぎ5位20m平泳ぎ10位
女子200mバタフライ6位
男子400mR5位
男子400m M R10位
女子400mR6位
女子400m M R6位
【飛込】
男子高飛込7位
男子飛板飛込6位

団体戦優勝
シングルス10位,ベスト32
第8□県テニス連盟大会
シングllス優勝712位.ベスト32
ダブルス優勝4,7.8位ベスト32
団体戦準優勝
ダブルス準優勝,ベスト32
シングルス9位
第8回県テニス連盟大会
団体戦優勝
ダブルス準伺諾・ベスト16
シングルス3位ベスト16

個人の部14位・出場

50K級出場・70K級5位
男子団体出場
男子個人出場
女子団体出場
女子イ国人出場

東海中学校総合体育陸上競技大会
女子共通800m3位

女子200mバタフライ4位

ダブルス準優勝
団体戦出場

ダブルス出場
団体戦ベスト8

個人の部出場

全日本中学校陸上競技選手権大会
女子共通800欄予選通過

男子1年100m4位

【飛込】
男子高飛込29位
男子飛板飛込22位

ダブルスベスト16

西部地区
シングルス2.57131415位
ダブllス2?911121415位

個人戦出場
カデット個人戦10位
静岡スポーツフェス個人戦ペスト16

カデット個人ベスト32.64
浜松地区新人大会団体戦出場
西部地区新人大会団体戦出場
軽量級優勝
男子団体7位
市民スポーツ祭敢闘賞

県中学生新人陸上競技大会
男子共通100m4位
女子1年 100m8位
女子共通4X100mリレー7位

位

団体戦1位
シングルス1位.ベスト8
ダブルス3位・ベスト8

団体戦 1位
シングルス1・3位
ダブルス2位
団体戦2位
シングルス3位ベスト32
ダブルス3位ベスト16

カデット個人戦シングllスベスト16
ダブルス4位

新人大会1国人戦ベスト16
大阪国際招待選手権兼名古屋
オープン県予選個人戦ベスト16
カデットシングルス出場

東海大会団体戦6位

東海大会団体戦4位
全国大会出場

東海卓球選手権ダブルス出場

文化部
(前期)

科学
吹奏楽
(後期)
科学
吹奏楽

弦楽

地区大会に準ずるもの 県大会に準ずるもの に準 ずるもの

大 会 名 成績 結果 大 会  名 成績・結果 大 会  名 成績 結果

勢岡県吹奏楽コンクール西部大会

彗打楽器アンサンブルコンテスト西部地区大会

A編成の部銀賞

打楽器五重奏銀賞、クラリネット八重奏金賞
フルート囲重奏金賞、金管八重奏金嘗

静岡県中学生ロボットコンテスト
中部日本吹奏楽ヨンクール県大会

管打楽器アンサンブルコンテスト県大会

静岡県器楽合奏コンクール
TBSこども音楽コンクール厚着地区大会

優勝。第 2位 、第 4位

大編成の部優秀勝

フルートロ重奏金ヽ管八重奏出場

浜松市教育長賞
優秀賞

創造フイデ7ロボットコンテスト東潮肥地区大会 出場静岡県第1 2代 表
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【高等部】

準々決勝 13-5
決勝トーナメント
3位
7位
シングルス13・18位
団体戦8位
シングルス4 8 9・10位
ダブルス1 7・ 18位

男子シングル64位
男子ダブルス32位
男子学校対抗12位
女子シングルス64位
女子ダブルス32位
女子学校対抗16位
柔道祭男子団体8位
柔道祭女子団体優勝

晏::1滲 ゼ

3総'苫
男子個人県大会出場
女子個人県大会出場
男子団体県大会出場

うU∪m
l 1 0 m 日

位
位
子
位
位
位
位
位
位
位
位
位

２
２
女
２
２
５
５
２
６
６
８
６

2位 男子 1600 m R
男子三段跳

5位 男子400 m H
女子 100m
女子400m

?位 女子 100 m H
女子400 m R

学校対抗男子6位

3回戦01富 士宮北

ベスト8
出場
シングルス出場
団体戦出場
団体戦3位
シングルス2 4位
ダブルス3位

柔道祭男子団体出場
柔道祭女子団体ベスト8

格鴨焔
大会

男子団体出場
女子団体ベスト16

男子個人決勝進出

女子400 rn

6位 女子50m自由形

シングルス出場
ダブルス出場

男子個人100k9級出場

男子配手つき3位
女子ダブルスカル3位

シングルス出場

曲　皿醐雌獅

女子ダブルスカル準々

女テニス

卓球

食」道
弓道

ボート

一
ケ
ケ
ス

カ
ス
ス
二

球

ツ
バ
バ
テ

野
サ
男
女
男

位
位
　
　
位
　
　
位
　
　
　
　
位
　
位
　
位

子
位
位
位
位
位
位
位
位
位

男
２
３
９
４
９
８
４
５
５

駅伝競技大会
男子17位女子13位

l EDE戦613河 津東
1次トーナメント1回戦

団体戦ベスト16
個人戦シングルス十
新人戦シングルス4

ルス2・ド7位
体戦3位

新人戦男子団体戦32位

全日本ジュエア
男子シングルス出場
女子シングルス出場

出場
出場

男子配手つき4位
男子ダブルスカル6位
女子配手つき5位

7位 女 子 1400m
日本ユース
6位 男子 110 m H

東海選手権大会
2位 男子200m背沐ぎ

霊勝 女子棒高跳
2位 男子 110m日
3位 男子 1600 ml却却帥却却載帥帥却却鋭キ軸却帥抽帥邦帥帥如ヤ帥鉗帥却帥

位
　
　
　
　
　
位
　
　
　
位
　
　
位
　
位
位
　
　
位

8 位
男子団体3位・男子個人4位
スボーツフェスティパル男子団体3位
女子団体4位女子個人4位

地区大会に準ずるもの 東海 '全国に準ずるもの

静岡県吹奏楽コンクー

囲碁選手権大会

第43回 西部展
静岡県西部高等学校写真連盟第2回写真コンテスト
ふくろい遠|||の花火2012フォトコンテスト
静搬醐詳鍬写難撤3□験コンテスト
静岡県管打期アンサンカレ]ンテスト西部大会

静岡県高等学校将棋新人戦醐 大会

囲碁選手権大会    1男 子団体ベスト8、女子

静岡県高等学校吹奏楽祭 1 優秀賞(第4位)
静岡県管打瑠シンサンブルコンテスト1金管八十奏出場
高文祭囲碁部門    1 女 子個人戦3位

銅賞
男子団体4位、男子個人3位

奨励賞
銀賞 銅 賞
優秀賞
銀賞 ・銅賞
欄1搬鏃、列―卜醸搬iり琳ッ陶腺搬

団体戦5位、個人鞘 位

」

０

日

王

の

Ｉ

Ｇ

屋

Ｇ

三

口

章

＞

章

ミ

“

申
申
三



平成25年 8月 1日 浜 松 西 高 同 窓 会 報 ( 1 4 ) 第5 7 号

Ｊ
キ

ロ

ミ

電

電

電
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Ｄ
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Ｄ
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ヨ

ｂ

ヽ
Ｃ

二
〇

一
二
年
七
月
、

ロ
ン
ド
ン
オ
リ

ン
ピ

ッ
ク
の
開
催
と
時
を
同
じ
く
し

て
、

本
校
二
年
生
三
十
七
名
に
よ
る
英

国
語
学
研
修
が
始
ま
り
ま
し
た
。

研
修

地
は
、
ドン
ェ
フ
リ
ー

・
チ
ョ
ー
サ
ト
の

「
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
物
語
」
で
有
名
な
巡

礼
の
街

。英
国
南
部
の
ケ
ン
ト
州
カ
ン

タ
ベ
リ
ー
で
す
。

到
着
の
翌
日
か
ら
、

す
ぐ
に
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
が
始
ま
り
ま
し
た
。
日
本
で

「
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
」
と
い
う
と
、

　

国

か
ら
の
お
客
さ
ん
に
日
本

の
良
さ
を

紹
介
し
よ
う
と
精

一
杯

の
お
も
て
な

し
を
す
る
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。

イ

ギ
リ
ス
で
も
勿
論
そ
う

い
う
家
庭
も

あ
り
ま
す
が
、

一
般
的
に
は
、

宿
を
提

供
す
る

「同
居
人
」
と
し
て
学
生
を
受

け
入
れ
、

あ
ま
り
特
別
な
扱

い
は
し
な

い
よ
う
で
す
。

最
初
の
数
日
は
、

そ
の

ラ
フ
な
扱

い
に
多
く
の
生
徒
が
戸
惑

い
を
見
せ
、

と
り
わ
け
食
事
に
関
し
て

は
大

い
に
驚

い
て
い
ま
し
た
。
日
本
で

食
べ
て
い
た
、

毎
日
違
う
メ
ニ
ュ
ー
で

し
か
も
品
数
の
多

い
食
事
と
は
違

い
、

夕
食

は
毎

日
ジ

ャ
ガ
イ

モ
ば
か
り

だ

っ
た
り
、

冷
凍
食
品
オ
ン
リ
ー
だ

つ

た
り
と

い
う
家
庭
も
あ

っ
た
よ
う
で

す
。
ま
た
、

毎
日
持
た
せ
て
く
れ
る
昼

食
も
、

日
本
で
作

っ
て
も
ら
う
愛
情

た

っ
ぶ
り
の
手
作
り
弁
当
と
は
大
き

く
趣
を
果
に
す
る
も
の
で
し
た
。

典
型

的
な
メ
ニ
ュ
ー
は
、

「食
パ
ン
ニ
枚
と

リ
ン
ゴ
丸
ご
と
　
個
」
、

あ
る
い
は
「
ス

ナ

ッ
ク
某
子

一
袋
と
カ

ッ
プ
の
プ
リ

ン
」
と

い
っ
た
感
じ
。
日
本
の
お
母
さ

ん
方
の
き
め
細
や
か
な
心
配
り
に
、

改

め
て
感
謝

の
念
を
抱

い
た
生
徒
も
多

か

っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、

最
初
は
戸
惑

っ
て
い
た
生

徒
も
、

ほ
ん
の
数
日
後
に
は
新
し
い
環

境
を
大

い
に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

質

素
な
夕
食

の
反
動
か
ら
か
、

フ
ィ
ッ

シ
ュ
＆
チ
ッ
プ
ス
、

パ
ス
テ
ィ
ー
、

ス

コ
ー
ン
と

い
つ
た
英
国
グ
ル
メ
の
店

を

い
ろ
い
ろ
と
開
拓
し
、

楽
し
そ
う
に

情
報
交
換
す
る
姿
は
微
笑
ま
し
い
も

の
が
あ
り
、

そ
の
順
応
性
に
頼
も
し
さ

を
覚
え
ま
し
た
。

語
学
学
校
で
は
、

イ
タ
リ
ア

・
フ
ラ

ン
ス

・
ス
ペ
イ
ン

・
ト
ル
コ
。
中
国
そ

の
他
様

々
な
国
々
か
ら
集
ま

っ
た
留

学
生
た
ち
と
英
語
の
授
業
を
受
け
る

と
い
う
貴
重
な
経
験
を
し
ま
し
た
。

異

な
る
価
値
観
を
持

つ
学
生
た
ち
と
意

見
を
述
べ
合
う
中
、

英
語
力
の
レ
ベ
ル

や
積
極
性
、

授
業
を
受
け
る
姿
勢
、

集

団
行
動
の
規
範
意
識
な
ど
、多
く
の
違

い
を
発
見
し
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

例

え
ば
、

一二
十
分
の
休
み
時
間
を
経
て
次

の
授
業
を
受
け
る
際
、

日
本
人
学
生
は

授
業
開
始
五
分
前
に
は
教
室
に
戻

っ

て
準
備
し
て
い
る
の
に
対
し
、

あ
る
国

の
学
生
た
ち
は
開
始
十
分
後
、

雑
談
し

な
が
ら
、

あ
る
い
は
物
を
食
べ
な
が
ら

教
室
に
入

っ
て
く
る
よ
う
な
こ
と
が

あ

っ
た
と
言
い
ま
す
。
ま
た
、

日
本
人

学
生
は
、

授
業
中
先
生
が
説
明
し
て
い

る
間
は
静
か
に
話
を
聞
く

の
が
当
然

と
思

っ
て
い
る
の
に
対
し
、

外
国
人
学

生
は
、

何
か
疑
間
が
生
じ
た
ら
そ
の
都

度
説
明
を
遮

っ
て
次
々
に
発
言
し
、

授

業
が
混
乱
状
態
に
な
る
こ
と
が
し
ば

し
ば
あ

つ
た
よ
う
で
す
。
＞」
う

い
っ
た

さ
ま
ざ
ま
な
違

い
を
目
の
当
た
り
に

し
、

そ
れ
が
問
題
だ
と
感
じ
た
ら
そ
の

こ
と
を
相
手
に
分
か

っ
て
も
ら
い
、

解

決
に
向
け
て
行
動
し
た
と

い
う
今
回

の
経
験
は
、

生
徒
た
ち
に
と

っ
て
大
き

な
自
信
に
な

っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

将

来
社
会
人
と
な
り
、

例
え
ば
海
外
の
人

た
ち
と

一
緒
に
仕
事
を
す
る
よ
う
な

機
会
が
来
る
と
し
た
ら
、

今
回
の
経
験

が
大

い
に
活
か
さ
れ
る
の
で
は
な

い

か
と
思
い
ま
す
。

研
修
期
間
の
終
盤
に
は
、

「ジ
ャ
パ

ン
ナ
イ
ト
」
と
呼
ば
れ
る
本
校
主
催
の

日
本
文
化
紹
介
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

垂
四学
学
校
で
共
に
学
ん
だ

各
国
留
学
生
約
二
百
人
を
相
手
に
、

約

二
時
間
の
進
行
を

一
切
任
さ
れ
る
と

い
う
企
画
で
す
。

生
徒
た
ち
は
、

柔
道
、

書
道
、

豆
ま
き
と

い
っ
た
出
し
物
を

堂
々
と
披
露
し
、

大
喝
来
を
を
浴
び
ま

し
た
。

ま
た
今
回
は
、

研
修
期
間
が
ロ
ン
ド

ン
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
開
催
時
期
と
ほ

と
ん
ど
重
な
っ
て
お
り
、

往
復
の
飛
行

機
内
や
空
港
な
ど
で
報
道
関
係
者
や

選
手
の
姿
を
目
に
し
た
こ
と
も
、

研
修

に
花
を
添
え
て
く
れ
ま
し
た
。

帰
国
日

の
成
田
空
港
で
は
、

私
た
ち
よ
り

一
足

遅
く
到
着
し
た
サ
ッ
カ
ー
の
日
本
代

表
を
出
迎
え
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
り

と
、

亡
心
れ
が
た
い
思
い
出
が
で
き
ま
し

た
。こ

の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
研
修

の

実
現
に
向
け
、

多
方
面
か
ら
ご
支
援

い

た
だ
い
た
同
窓
会
・後
援
会
に
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

引
率
教
諭
　
一品
３８
回
　
中
村
治
代

ほ

Ｂ

Ｅ

■

Ｂ

Ｅ

ほ

Ｅ

ロ

ロ

，

Ｅ

Ｅ

日

口

Ｅ

Ｂ

口

口

鈴
木
　
典
夫
先
生

皐
月
の
花
が
咲
き
誇
る
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
イ
ー
ク
の
さ
わ
や
か
な
日
に
、

中
国
北
京
よ
り

一
時
帰
国
中
の
鈴
木

典
夫
先
生
の
ご
自
宅
に
お
伺

い
い
た

し
ま
し
た
。

卒
業
し
て
長
い
時
間
が

た

っ
て
い
た
た
め
、

少
々
緊
張
し
な

が
ら
お
邪
魔
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
の

E E E E E E E ロ ロ ロ ロ B B ロ ロ

イー トン ・カレッジにて

で
す
が
、

先
生
に
お
会
い
し
た
瞬
間

か
ら
、

高
校
時
代
に
戻

っ
た
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

和
や
か
な
雰
囲
気
の

中
た
く
さ
ん
の
お
話
を
伺
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

典
夫
先
生
は
平
成
五
年
度
か
ら
平

成
十
三
年
度
ま
で
国
語
科
の
教
員
と

し
て
勤
務
さ
れ
私
た
ち
は
現
代
文
や

古
典
、

小
論
文
指
導
な
ど
で
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
ご
退
職
後
、
２
０

０
９
年
九
月
か
ら
中
国
で
教
鞭
を
と

ら
れ
、

現
在
は
北
京
師
範
大
学
で
日

本
語
の
指
導
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

面
白
か

っ
た
の
は
私
た
ち
と
同
じ

よ
う
に
中
国
人
の
学
生
が
先
生
に
中

国
の
古
典
を
習

っ
て
い
る
と
い
う
お

話
で
す
。

今
と
な

っ
て
は
、

か
え

っ

て
日
本
人
の
ほ
う
が
漢
詩
を
勉
強
し

て
る
か
も
し
れ
な
い
と
の
こ
と
で
し

た
。在

学
中
に
先
生
が
お

っ
し
ゃ
っ
た

「高
校
生
な
の
だ
か
ら
無
難
な
選
択

だ
け
で
は
な
く
、

も

っ
と
今
し
か
で

き
な
い
こ
と
を
」
と
い
っ
た
先
生
の

お
話
が
ず

っ
と
印
象
に
残

っ
て
い
た

と
い
う
話
も
飛
び
出
し
た
り
と
、

あ
っ
と
い
う
間
の
二
時
間
で
し
た
。

常

に
新
し
い
生
徒
に
金
力
で
向
き
合

っ
て

い
ら

っ
し
ゃ
る
先
生
に
お
目
に
か
か

り
、

い
つ
で
も
年
齢
に
関
係
な
く
、

自
分
を
も

っ
て
夢
を
持
ち
続
け
る
こ

と
で
絶
対
に
か
な
う
ん
だ
よ
、

と
お

話
を
伺

っ
て
、

私
た
ち
も
、

そ
れ
ぞ

れ
の
持
ち
場
で
ま
た
が
ん
ば
ろ
う
と

い
う
新
し
い
気
持
ち
に
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

先
生
の
ご
健
康
と
ご

活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（高

４６
回
　
大
隅
佐
織
）
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平成25年度入試結果概要

※推薦 ・AO・ 補欠合格等を含みます。
※私立総合計欄は、表記以外のすべての私立大学合格を含みます。

入試合格状況

平成25年度 平成24年度 平成23年度

現役 卒 合計 現役 卒 合計 現役 卒 合計

国 公 立 大 120

私 立 四 大 499 562 397 466 306

国公私立短大 0 1 1 1 1

管 外 大 学 校 0 0 0

各種専 門学校 7 0 0

国公立大学名
(管外大学を含む)

平成25年 度 平成24年 度 平成23年度
現役 卒 合計 現役 卒 合計 現役 卒 合計

北見工業大 0 0 1 1

北海道大 1 0 1

東北大 ユ 0 1 0

茨城大 0 ユ 0 1 0

筑波大 0 0 0

宇都宮大 0 0 1 0 1

埼玉大 0 0 1 0

千葉大 ユ 0 1

お茶の水女子大 1 0 1 0 0

東京大 0 2 2 0

東京医科歯科大 0 0 2 0

東京外大 1 0 1 1 0 1 0

東京学芸大 0 0 1 1

東京海洋大 1 0 1 1 1 0

東京工業大 0 0 1 0 1

東京農工大 0 2 0

一橋大 ユ 0 1 1 0 1

電気通信大 0 0 1 0 1

横浜国立大 1 1 0 0

新潟大 0 0

金沢大 ユ 0 1 0 ユ 1

福井大 0 1 1 0

富山大 0 0 1 1 0

山梨大 ユ 0 1 1 0 1

信州大 0 1 0 1

岐阜大 0 ユ 0 1

静岡大 2 1

浜松医大 1 2 7 1

愛知教育大 1 0 1 1 1 0

豊橋技術科学大 0 0

名古屋大 7 0 7

名古屋工大 0 1 0 1

三重大 ユ 0 1 0

滋賀大 ユ 0 1 1 1 0

京都大 0 0

京都教育大 ユ 0 1 0

大阪大 0 1

大阪教育大 ユ 0 1 0 1 0 1

神戸大 1 0 1 1 1 0

奈良教育大 0 0 1 0 1

奈良女子大 0 1 0

岡山大 1 1 1 0

広島大 1 1 0 0

山口大 1 0 1 0 0

高知大 1 1 1 1 0

徳島大 0 0 1 1 ユ 1

香川大 0 0 1 1 0

九)町`大 0 0 1 1 ユ 1

佐賀大 1 1 0 0

長崎大 1 0 1 0 0

宮崎大 1 0 1 1 1 0

鹿児島大 0 1 1 1 1

琉球大 1 1 0

国際教養大 1 0 1 0

埼玉県立大 1 1 1 1 0

前橋工科大 1 0 0

首都大東京 1 1 0

横浜市立大 0 0 よ 0 1

神奈川県保健福祉大 1 0 1 0 1 0 1

都留文科大 0 ユ 0 1

金沢美術工芸大 0 1 1 0

静岡県立大 1 6 1 1

静岡文化芸大 0 1 1 0

愛知県立大 0 0 1 0 1

愛知県立芸術大 1 0 1 1 1 0

名古屋市立大 0 1 1 0

京都府立大 0 1 1 1 0 1

京都市立芸術大 0 1 1 0

大阪府立大 0 0

兵庫県立大 1 0 1 0 0

岡山県立大 1 0 1 0

高知工科大 0 1 1 0

その他国公立大 ユ 0 1 0

気象大学校 0 0 0

防衛大学校 0 0 0

回公立(管外)計

私立大学名
(主要大学)

平成25年 度 平成24年 度 平成23年 度

現役 蔵
十 合計 現役 卒 合計 現役 合計

獨協大 3 3 0 0

文教大 2 0 0 1

青山学院大 5 1 4 1 5 1

学習院大 1 1 0 1 1 0

北里大 4 1 0

慶応義塾大 6 1

国際基督教大 0 1 1 6 0

駒澤大 5 1 7

芝浦工大 5 8 9

上智大 0 2 0 0

順天堂大 3 1 0 1 0

専修大 4 0 5 0

成城大 0 0 1 1 0

中央大 9 1 4

津田塾大 5 0 0 5

東京医科大 0 0 0 ユ 1

東京女子大 4 0 0 7

東京農大 3 1 9 1

東京理大 1 5

東洋大 4 1 1 3 1

日本大 9 6

日本女子大 2 0 5

法政大

東京都市大 1 1 2 0 2 1

明治大

明治学院大 9 1 3 1

立教大 1 0 9 1

早稲田大

神奈川大 5 1 5 0 2

岐阜聖徳学園大 0 1 1 1 1

常葉学園大 125年度より大学統合 6 0

常葉大 H25年 度より大学統合

聖隷クリストファー大 9 1

愛知大 6 6 0

愛知学院大 1 1 2 1

中京大 1

豊田工業大 0 1 1 1 1

南山大 4 2 5 0

名城大 4 7 0

名古屋女子大 3 1 l 5 0

藤田保健衛生大 1 0 1 0 0

椙山女学園大 3 0 1 0 1

日本福祉大 1 1 0 1 2 0

京都産大 0 4 0 0

京都女子大 5 0 5

同志社大 4 0 7

龍谷大 2 1 2 0 0

同志社女子大 1 1 2 0

立命館大

関西大 6 0 3 0

関西外大 0 1 1

関西学院大 0 1 3 0 0 1 1

近畿大 1 1 2 0 0

神戸女子大 0 0 1 0 1 3 0

川崎医科大 0 1 1 0 0
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西
山
賞
と
は

「全
国
レ
ベ
ル
で
特

に
優
れ
た
業
績

・
功
績
を
挙
げ
た
生

徒
」
に
対
し
て
、

三
部
門
別

（文
化

・

芸
術
部
門
、

ス
ポ
ー
ツ
部
門
、

善
行
部

門
）
に
同
窓
会
か
ら
卒
業
時
に
授
与

さ
れ
る
も
の
で
す
。

■！喜

■
■

▼
文
化
芸
術
部
門

凌
　
智
寛

「雨
活
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
２
０

１
１
　
作
文
部
門
」
最
優
秀
賞
　
全

国

一
位石

丸
将
司

「第

１９
回
遠
鉄
ス
ト
ア
童
話
大
賞

・

静
岡
新
聞
社

・
静
同
放
送
賞
」

▼
ス
ポ
ー
ツ
部
門

武
藤
直
子

「平
成
２４
年
　
全
日
本
中
学
校
陸
上

大
会
」
女
子
８
０
０

ｍ
出
場

宮
本
和
哉

「第
３９
回
全
国
中
学
生
テ
エ
ス
選
手

権
大
会
」
ダ
ブ
ル
ス
ベ
ス
ト

ー６

「第
６‐
回
東
海
地
区
中
学
生
テ
ニ
ス

選
手
権
大
会
」
ダ
ブ
ル
ス
準
優
勝

漆
田
　
健

「平
成
２２
年
　
全
日
本
卓
球
選
手
権

大
会
」
（Ｊ
Ｏ
Ｃ
）
１４
歳
以
下
男
子
シ

ン
グ
ル
ス
の
部
出
場

「平
成
２３
年
　
全
日
本
卓
球
選
手
権

大
会
」
（Ｊ
Ｏ
Ｃ
）
１４
歳
以
下
男
子
シ

ン
グ
ル
ス
の
部
出
場

「平
成
２３
年
　
全
日
本
卓
球
選
手
権

大
会
」
（Ｊ
Ｏ
Ｃ
）
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

の
部
出
場

！！！
！

▼
文
化
芸
術
部
門

鳥
羽
山
莉
沙

「第
５８
回
静
岡
県
青
少
年
読
書
感
想

文
コ
ン
ク
ー
ル
高
等
学
校
の
部
」

静
岡
県
教
育
委
員
会
教
育
長
賞

全
国

コ
ン
ク
ー
ル
応
募
作
品

▼
ス
ポ
ー
ツ
部
門

林
　
優
香

「平
成
２２
年
　
全
国
高
校
総
体
テ
ニ

ス
競
技
」
団
体
戦
ベ
ス
ト
８

「平
成
２３
年
　
全
国
高
校
総
体
テ
ニ

ス
競
技
」
団
体
戦
ベ
ス
ト
ー６
ヽ

ダ
ブ
ル

ス
出
場

「平
成
２４
年
　
全
国
高
校
総
体
テ
ニ

ス
競
技
」
シ
ン
グ
ル
ス
出
場

山
口
恵
実

「平
成
２２
年
　
全
国
高
校
総
体
テ
ニ

ス
競
技
」
団
体
戦
ベ
ス
ト
８
、

ンヽ
ン
グ

ル
ス
出
場

「平
成
２３
年
　
全
国
高
校
総
体
テ
ニ

ス
競
技
」
団
体
戦
ベ
ス
ト
ー６
ヽ

ンヽ
ン
グ

ル
ス
、

ダ
ブ
ル
ス
出
場

「平
成
２４
年
　
全
国
高
校
総
体
テ
ニ

ス
競
技
」
シ
ン
グ
ル
ス
出
場

「第
６５
、

６６
ヽ

６７
回
国
民
体
育
大
会
」

出
場

（第
６７
回
は
６
位
入
賞
）

鈴
木
崚
馬

「平
成
２４
年
　
全
国
高
校
総
体
陸
上

競
技
」
８
０
０

ｍ
出
場

伊
藤
祐
輝

「第
４
回
日
本
ユ
ー
ス
陸
上
競
技
選

手
権
大
会
」
４
×
１
０
０

ｍ
リ
レ
ー

予
選
出
場

内
藤
友
紀

「第
２３
回
全
国
高
校
選
抜
大
会
」
女

子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
７
位

「平
成
２４
年
　
全
国
高
校
総
体
ボ
ー
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「平成26年度静岡県立浜松西高等学校・同中等部の入学者選抜」について仔定)
中 等  部 高 等  部

募集定員 160名 (4学級) 80名程度(2学級)

選抜資料 総合適性検査、作文、面接、調査書等

調査書 、学力検査 、面接 、実技検査及び作文
(実技検査及び作文については、「体育的活動」に関す

る裁量枠希望者のみ)

実施期 日
平成26年1月11日(土)総合適性検査、作文 平成26年3月 5日 (水)学力検査 、作文

(作文については上記希望者のみ)

平成26年1月12日(日)面接
平成26年 3月 6日 (木)面接 、実技検査

(実技検査については上記希望者のみ)
け いの方々にお らせ た*お

◆
会
報
編
集
を
き

っ
か
け
に
初
め
て

話
す
同
級
生
。

「自
分
は
高
校
時
代
何

を
や
っ
て
い
た
の
だ
？
」
今
後
こ
の

ご
縁
を
大
切
に
し
て
い
き
ま
す
。

（Ｍ
）

◆
編
集
委
員
と
な
っ
た
こ
と
で
、初

め

て
同
窓
会
館
に
入
り
ま
し
た
１
　
（Ｙ
）

◆
途
中
参
加
で
し
た
が
、

先
輩
方
と

の
編
集
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

（Ａ
）

◆
編
集
委
員
会
と
は
名
ば
か
り
、

ま

る
で
だ
じ
ゃ
れ
道
場
で
す
。

　

（Ｊ
）

◆
笑
い
の
絶
え
な
い
空
間
で
作
業
で

き
て
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　

　

（Ｔ
）

◆
校
正
に
は
集
中
力
が
要
り
ま
し
た

が
、

楽
し
く
で
き
ま
し
た
。

　

（Ｃ
）

◆
久
し
ぶ
り
の
お
手
伝
い
は
楽
し
く

新
鮮
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（Ｃ
）

◆
長
年
の
編
集
活
動
、

い
ま
だ
に
校

正
作
業
は
大
の
苦
手
で
す
。

　

（Ｙ
）

左
右
田
丈
夫

近
藤
　
哲
哉

野
村
　
千
明

肥矮菊鰈達
鰐累　貯虹

編
集
副
委
員
長
山
本
　
優
美

新
野
　
　
正

大
石
　
　
諭

村
上
　
樹
美

落
合
　
　
優

小
島
　
明
子

大
隅
　
佐
織

夏
目
　
知
栄

内
山
　
夕
輝

杉
浦
　
康
仁

（中
１９
回
）

（高
９
回
）

（高
３８
回
）

（高
３９
回
）

（高
４０
回
）

（高
４０
回
）

（高
４５
回
）

（高
４５
回
）

（高
４５
回
）

（高
４６
回
）

（高
４６
回
）

（高
４６
回
）

（高
４６
回
）

（高
４６
回
）

（高
４６
回
）


